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山
王
一
実
神
道
の
形
成
と
吉
田
兼
右
説
曲
目
根
原
理
は
じ
め
に
西
教
寺
正
教
蔵
に
は
、
『神
代
巻
私
抄
』
(
以
下
『私
抄
』〉
と
題
す
る
上
下
ニ
冊
の
写
本
が
現
存
す
る
。
同
警
の
内
容
は
日
本
書
紀
神
代
巻
の
注
釈
で
、
本
文
に
続
く
血
脈
譜
が
吉
田
家
の
系
譜
を
示
し
「
兼
右
|
恵
賢
」
で
終
っ
て
い
る
。
- 1ー
一
方
、
下
巻
末
の
識
語
は
山王一笑神道の形成と吉図書長右説
次
の
子慶よ
み長う
2 十で
4 ーあ
10 午丙る
雪 空 露
支百虫
初吉 くう
春日
廿常
八州
日中
依郡
警本
興塙
法 卸R
q笈--
bE 
慈寺
眼忌
大安
現法
tE 印
ア様
染御
老 E
孝生
詑議
御
自
筆
御
本
預
書
皐
式
部
卿
高
盛
法
光
院
善
祐
七
十
二
歳
こ
こ
か
ら
、
『私
抄
』
は
恵
賢
が
受
容
し
た
吉
田
兼
右
説
で
あ
る
こ
と
、
恵
賢
か
ら
高
盛
l
善
祐
と
書
写
さ
れ
た
も
の
が
現
正
教
蔵
本
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
高
盛
書
写
本
は
「
慈
眼
大
師
」
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
『私
抄
』
の
記
述
に
従
え
ば
、
吉
田
〈
1
V
兼
右
説
が
恵
賢
を
経
て
天
海
〈慈
眼
大
師
〉
ま
で
到
っ
て
い
た
こ
と
が
跡
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
慶
長
末
年
の
天
海
は
、
来
る
べ
き
家
康
の
死
に
備
え
る
か
の
よ
う
に
、
神
道
番
の
蒐
集
に
余
念
が
な
か
っ
此
。
『私
抄
』
の
入
手
も
そ
の
頃
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
が
徳
川
家
康
を
神
格
化
す
る
事
業
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『私
抄
』
の
元
と
な
る
士
ロ
悶
兼
右
説
の
分
析
・検
討
を
通
じ
、
天
海
の
担
っ
た
神
格
化
の
教
説
!
山
王
一
実
神
〈
4
〉
道
説
ー
を
形
成
す
る
要
素
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
兼
右
に
つ
い
て
は
従
来
地
方
将
官
と
の
交
渉
が
特
色
と
さ
れ
、
思
山王一笑神道の形成と吉郎業主右説
想
的
方
面
に
つ
い
て
は
吉
岡
兼
倶
(兼
右
の
祖
父
γ
清
原
宣
賢
〈兼
倶
の
実
子
で
清
原
家
を
嗣
ぐ
、
兼
右
の
実
父
〉
の
祖
述
に
と
ど
ま
る
程
度
に
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
特
に
書
紀
解
釈
に
注
目
し
、
そ
の
再
検
討
を
行
い
た
い
。
『私
抄
』
は
兼
右
説
に
恵
賢
の
注
釈
等
が
加
わ
り
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
節
で
は
ま
ず
兼
右
説
と
の
関
係
追
求
を
試
み
る
。
そ
の
上
で
第
二
節
で
は
神
道
説
、
第
三
節
で
は
そ
れ
と
関
る
文
字
と
歌
の
問
題
を
と
り
上
げ
、
最
後
に
そ
れ
ら
が
天
海
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
く
様
相
を
追
跡
す
る
。
一
連
の
作
業
を
通
じ
、
山
王
一
実
神
道
説
の
具
体
的
な
形
成
過
程
考
察
の
手
が
か
り
獲
得
を
目
指
し
R
-
、。
ふ
れ
、
し
V
兼
右
説
の
輪
郭
-2-
『私
抄
』
は
基
本
的
に
吉
田
兼
右
の
講
義
録
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
し
ば
し
ば
「
私
云
」
「
私
入
」
等
の
記
述
が
登
場
し
他
者
の
加
筆
を
予
想
さ
せ
る
。
兼
右
説
は
士
口
問
兼
倶
・
清
原
宜
賢
の
解
釈
を
基
盤
と
し
て
い
る
の
で
「
私
」
は
吉
岡
兼
右
自
身
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
恵
賢
・
高
盛
・
善
祐
と
い
う
暫
写
に
携
わ
っ
た
考
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
四
者
の
内
の
誰
が
、
ど
こ
ま
で
加
筆
し
た
か
に
つ
い
て
、
異
本
を
調
査
す
る
こ
と
で
手
が
か
り
を
掴
み
た
い
と
考
え
た
。
(6
)
 
『私
妙
』
の
異
本
と
し
て
現
時
点
で
筆
者
が
承
知
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
次
に
魯
名
・
所
蔵
・
系
統
を
示
す
部
分
を
挙
げ
る
。
A 
『
日
本
書
紀
聞
書
』
天
理
大
学
附
属
図
番
館
奥
普
「
竹
之
内
象
珍
付
属
象
拡
氏
澄
」
B 
『
日
本
紀
問
書
』
大
東
急
記
念
文
庫
(旧
久
原
文
庫
〉
C 
『
日
本
紀
神
代
見
聞
』
奥
書
「慈
雲
院
日
亮
〈花
押
〉
」
尊
経
閣
文
庫
D 
『
日
本
紀
問
書
』
東
北
大
学
附
属
図
書
館
奥
書
「
天
和
二
年
十
一
月
八
日
哲
之
詑
飯
田
株
治
部
紙
智
(花
押
〉
」
E 
『神
代
聞
書
』
奥
書
「
弁
能
〈花
押
〉
」
叡
山
文
庫
真
如
蔵
F 
『
日
本
書
紀
問
書
』
日
光
天
海
蔵
G 
『神
代
巻
私
抄
』
叡
山
文
庫
天
海
蔵
奥
書
「慶
長
十
一
年
二
月
:
:
:
高
盛
」
(
『私
抄
』
と
同
一
・
こ
こ
ま
で
)
こ
の
う
ち
F
G
は
『私
抄
』
と
同
系
統
と
考
え
ら
れ
、
B
D
は
A
の
部
分
に
相
当
す
る
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
C
は
、
筒
条
書
注
釈
ハ
8
〉
の
前
後
・脱
落
か
ら
他
と
別
系
統
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
加
筆
部
分
に
焦
点
を
あ
て
る
狙
い
か
ら
、
試
み
に
「
私
〈
9
〉
・:
」
に
注
目
し
A
E
と
『私
抄
』
を
比
較
し
て
い
き
た
い
。
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山王一笑神道の形成と吉田兼右説
A 
本
E 
本
『私
抄
』
〈頭
注
)
私
云
、
此
毅
相
違
セ
旬
。
太
子
ハ
恵
賢
私
難
云
、
此
義
相
違
1
聖
徳
太
子
ハ
①
(傍
注
)
私
去
、
此
毅
相
違
セ
リ
。
太
人
王
州
四
代
推
古
天
王
サ
九
年
二
義
人
王
品
川
四
代
推
古
天
王
廿
九
年
ι
嘉
御
子
ハ
人
王
州
四
代
推
古
天
王
廿
九
年
御
也
。
此
書
ハ
九
十
年
計
後
ナ
レ
ハ也
。
会
川
也
。
而
ュ此
書
ハ
九
十
年
計
リ
後
t
ハ
也
。
私
一
嘉
御
ナ
り
。
此
書
ハ
九
十
年
計
後
ハ之、
旧
事
紀
ヲ索
文
b
ス
ル
ト
云
義
有
ν
会
云
、以
吋
旧
事
紀
二
祭
文
i
t云
義
有
ν
ナ
レ
ハ
也
。
私
会
云
、
旧
事
紀
ヲ
素
文
ト
ス
ル
ト
山王一実神道の形成と吉田章表右説
ト
、一
一品々
。
云
義
有
ν
之
。
故
ニ
旧
事
紀
カ
基
本
歎
(
ニ
六
八
頁
〉
②
〈頭
注
〉
秋
|
、
別
種
ト
ハ
、
国
ノ
別
名
ト
也
云
事
也
。
③
(該
当
記
述
な
し
)
(ニ
六
八
頁
)
一玄
々
。
④
私
去
、
磐
余
ノ
地
ハ
十
市
ニ
有
リ
、
(
二
五
九
頁
)
之
。
故
-
F
旧
事
紀
d
円ノ
分
、
云
々
。
(
ニ
丁
表
〉
私
去
、
別
種
ょ
国
別
名
也
J
云
事
也
(
四
7
裏
〉
(細
字
〉
私
云
、
書
札
ノ
奥
-J
八
賢
ト
書
ク
事ハ
、
此
時
ョ
リノ
事
也
。
(
四
丁
裏
〉
(割
注
〉
私
云
、
磐
余
ノ
地
ハ十
市
有
ν
之、
一玄々
。
〈
五
丁
表
〉
之
。
故
-
F
旧
事
紀
ニ其
ノ分
ュ仮
名
ノ傍
ニ
漢
{
子
ヲ
付
ヲ
ク
敗
。
(上
巻
三
丁
表
)
(該
当
記
述
な
し
〉
私
云
、
周
易
下
繋
辞
云
、
上
古
-J入
居
シ而
野
居
t
o後
世
ノ
聖
人
易
立
之
以
三宮
室
上
様
ヲ下
シ軒
ヲ
以
待
z
風
雨
守
護
シ取
z
諸
ヲ
大
壮
一
-奏
。
ム
|
唐
-玉
上
古
-
丈
無
エ人
ノ屋
舎
-
{
八
居
，
、云
々
。
此
時
穴
賢
・1
云
事
ア
リ
。
-4-
今
啓
札
ウ
察
-
J八
賢
ト
書
ミ
サ
レ
ハ
穴
ェ居スル
時
慈
ト
云
虫
塾
ス
、
人
故
穴
ヲ
能
ク
調
テ
居
ル
ヲ
{
八
賢
尼
無
川
品
悲
云
也。
サ
レ
ハ
韻
府
書
慈
|
憂
也
。
虫
若
入
ν
腹
食
ν
人
。
古
人
箪
居
被
d
M
此
盛
田
寸
故
、
相
間
二無
ν
惹
乎
。
(
七
丁
表
1
裏
〉
ム
|
磐
余
ノ
地
ハ十
市
-
ア
リ
、
云
々
。
尚
可
ν
尋
ν
之。
(
八
丁
表
〉
⑤
〈該
当
記
述
な
し
〉
⑥
私
云
、
帯
方
ト
去
ハ
角
ヲ
去
也
。
東
南
ノ
角
ニ
当
ル
ト
云
事
也
。(二
六
O
頁
)
⑦
私
云
、
京
師
ト
云
ハ
、
京
ハ
大
也
。
大
唐
ノ
都
ノ
事
也
。
師
ハ
人
ヲ
讃
タ
ル
事
也
。
故
ニ
賞
玩
処
ニ
約
師
ト
云
也。
(
二
六
0
1
二
六
一
頁
〉
山王一笑神道の形成と吉田兼右説
③
(
該
当
記
述
な
し
〉
⑨
〈
該
当
記
述
な
し
〉
〈該
当
記
述
な
し
)
私
去
、
帯
方
J
玄
ハ
角
ヲ
云
也
。
東
南
ノ角
当
J
玄
事
也
、
云
々
。
〈
六
丁
表
〉
私
一訳
、
京
師
J
T
A
ハ
、
京
ハ大
也
。
大
唐
〆
都
ノ事
也
。
師
ハ人
ヲ
讃
ル
事
也
。
放
-a
賞
玩
ノ
処
ュ約
y
師
トハ去
也
。
(
六
丁
表
〉
(
該
当
記
述
な
し
〉
(該
当
記
述
な
し
〉
私
云
、
玉
垣
ノ
内
国
-
P
云ハ
、
此
国
ハ
三
千
余ノ
神
八
百
万
ノ
神
達
御
盛
土
玉
ノ
垣
ノ
如ン
J
FA
心
也
。
〈九
丁
裏
〉
ム
ー
輩
ヨ
モ
角
J
Z
也
。
墓
陶
J
角
一
当
t
云
古
学
也
。
〈一
O
丁
表
〉
ム
|
京
師
J
モ
、
京
ハ
大
也
。
大
唐
ノ
都
ノ
事
也
。
師
ハ人
ヲ
讃
〆
タ
ル事
也
。
放
ュ賞
玩
ノ
処
ニ
約
y
師
J
FA
也。
- 5ー
(一
O
丁
表
〉
私
云
、
広
韻
ニハ
ナ
シ
、
竜
痛
手
鑑
三
ア
リ。
(
一
O
丁
表
)
者恵
如賢
，<=1私
穴 入
太
伊弘
J9決
~I，九
大云
王 、
長辞
子位
¥議
再包
弟
ハ仲
灘
、
幼
弟
ハ李
歴ナリ
。
大
王
ェ
有
ν
疾
、
議
オ
弟
二脅
mw
シハ
嫡
ヲ
託
す
採
円
一
薬
リヲ
入
計リ
於
東
呉
-~、
云
々
(
以
下
省
略
、
論
語
を
引
用
し
論
語
疏
を
挙
げ
展
開
〉
山正一実神道の形成と吉田栄お鋭
⑮
私
去
、
姫
菱
ト
ハ
女
ヲ
讃
メ
タ
ル
言
也
。
如
ν
此
字
自
ノ
心
ヲ
以
テ
云
ハ
、
、
坦
タ
女
ナ
ノ
美
称
ヲ
姫
ト
ハ
云
也。
〈
一
=
ハ
-
i
二
六
二
五
〉
⑪
(
該
当
記
述
な
し
〉
⑫
〈
該
当
記
述
な
し
〉
ム
ー
、
姫
菱
ス
女
，
讃
Z
言
也
。
如
ν
此
字
書
ノ
心
ヲ
以
J
Z
、
但
P
女
，美
称
ヲ
魁
ト
へ
一玄
也。
(
六
丁
裏
)
(
該
当
記
述
な
し
)
〈
該
当
記
述
な
し
〉
(一
O
丁
裏
1
一
一
丁
裏
〉
ム
ー
、
姫
菱
ょ
女
ヲ
讃
〆
タ
ル
言
也
。
〈
割
注
韻
府
卦
韻
|
難
ν
有
z
紙
麻
回無
ν
楽
=
菅
刺
@
、
韻
府
陽
韻
|
難
ν
有
=
姫
萎
-
無
ν
楽
サ
3
b
蕉
お
品
目
@
〉
如
ν
此
字
書
心
以
云
、
但
女
美
称
姫
云
也
。
〈
一
二
丁
表
)
恵
賢
私
入
、
准
南
子
形
訓
-
F
回
、
扶
木
陽
州
日
之
眠
、
注
、
扶
木
者
扶
桑
也
。
扶
桑
山
ハ
在
=
東
海
中
日
、
地
方
万
里
、
去
- 6-
中
国
-
九
十
万
里
、
太
真
人
有
z
童
君
所
治
ノ
山
-
、
有
ν
木
如
叫
桑
4
(以
下
略
、
韻
府
の
説
も
登
場
〉(
一
二
丁
裏
1
一
三
丁
表
)
私
入
、
釈
軍
人
一去
、
此
土
書
法
本
軍
リ
無
e
e
始
終
-
、
但
是
大
権
随
-
e
其
方
土
-
為
=
其
制
立
-
。
是
故
倉
韻
初
観
=白
川
跡
目
放
感
通
。
伝
云
倉
韻
造
ν
書
台
ヲ
亦
名
手
高
四
台
叶
。
有
ν
人
姓
ハ高
t
、
兄
弟
四
人
造
⑬
〈
傍
注
〉
私
云
、
是
ハ
サ
ノ
ミ
愛
不
ν
入
事
也
。
(ニ
六
八
頁
〉
⑬
〈傍
注
)
私
一去
、
七
情
ト
者
、
喜
怒
愛
楽
悲
泣
敬
ノ
七
ツ
也
。
(
二
六
人
頁
〉
⑮
〈
傍
注
〉
私
云
、
蒼
額
兄
弟
三
人
ア
り
。
党
能
迦
羅
ハ
夜
討
天
竺
4
作
=
党
{子守
l
ハ
復
ν
底
、
云
々
。
私
去
、
任
山主ー突神道の形成と吉田量産右説
導
カ
蒼
韻
台
ヲ
作
ル
詩
ニ
、
観
ν
跡
成
ν
文
代
z
結
縄
-、
皇
風
儒
教
浩
然
興
、
幾
人
自
ν
是
休
z
耕
釣
¥
吟
対
=
長
安
雪
夜
燈
日
失
。
〈二
七
四
頁
〉
⑬
〈
該
当
記
述
な
し
〉
〈
骸
当
記
述
な
し
)
(頭
注
〉
ム
|
七
情
J
-号
、
喜
怒
愛
楽
悲
泣
敬
ノ
七
ッ
也
。
此
説
士
ロ
也
。
(
九
丁
裏
〉
(
頭
注
・
ム
|
蒼
額
兄
弟
三
人
ア
リ
。
党
能
迦
羅
ハ
在
-
-
夫
伎
一
4
作
=
党
{子寸。
んベ
んべハ従
ν
唐
、
云
々
。
)
ム
|
任
導
ぷ
倉
額
台
ヲ
作
ル
詩
ニ、
観
ν
跡
成
ν
文
代
一
一結
縄〈、
皇
風
儒
教
浩
然
b
輿
ル
、
幾
人
自
ν
是
:
休
S
耕
釣
寸
、
吟
〆
対
三
長
安
宮
夜
燈
4
。
(
一
一
丁
表
〉
(該
当
記
述
な
し
〉
得
此
台
-
、
名
=高
四
台
↓
。
倉
額
於
ν
彼
コ
-造
ν
程。
(
一
四
丁
裏
〉
〈
該
当
記
述
な
し
〉
人
ノ喜
怒
愛
楽
悲
泣
敬
ノ
七
情
ハ天
神
七
代
也
。
〈
一
九
丁
表
1
裏〉
私
入
、
任
導
倉
頭
台
ヲ
作
ル
詩
二
、
観
け
跡
ヲ
成
ν
文
代
日
結
縄
4
、
皇
風
儒
教
浩
然
:
- 7-
奥
島
、
幾
タ
人
冷
自
ν
是
休
叶
一
耕
釣
4
、
吟
〆
対
訂
長
安
雪
夜
ノ
燈
一。
私
云
、
倉
額
兄
弟
人
ァ
リ
。
党
能
迦
羅
ハ
在
オ
天
佐
一
4
作
=
究
{
子
-
。
倉
韻
ハ
在
ν
唐
-
-
、
一
広
々
。
〈
二
ニ
丁
袋
i
裏
〉
〈割
注
一
ム
|
此
議
相
違
t
鍬
〉
私
入
、
恵
心
云
、
情
略
天
ヲ
ハ
附
サ
陽
之
観
也
、
濁
レ
ル地ハ
附
サ
ノ
陰
之
止
也
。
陰
陽
者
止
観
ノ
ニ
法
也
失
。
此
釈
ノ
心
Z
へ
キ
鰍
。
山王一笑神道の形成と音図書証右説
⑫
弘
云
、
終
ニ
ハ
可
z
生
長
"放
ニ
、
約
ν
終
葦
ノ
{
子
ヲ
用
ル
歎
。
〈
二
七
六
頁
〉
⑬
私
云
、
此
.ノ
註
計
り
篇
者
カ
作
リ
タ
ル
ソ
ト
也
。
難
ν
然
吉
田
兼
右
ノ
御
議
-
ハ
無
ν
之。
(二
七
七
頁
)
⑬
〈傍
注
)
私
l
、
統
御
宇
宙
ト
云
事
、
万
物
造
化
、第
一
或
説
ノ
下
ニ
有
リ
。
(二
八
九
頁
〉
@
(傍
注
〉
私
i
、
愛
ニ
ハ
不
ν
入
事
ト
見
タ
リ
。
(二
八
九
頁
〉
@
私
云
、
六
子
ト
者
、
泥
土
ヨ
リ
面
足
ニ
至
マ
テ
也
。
ハ二
八
八
頁
〉
私
云
、
終
-H
司
z
生
長
-故
、約
ν
終
2
葦
ノ
{子ヲ
用
ル鰍。
(
一
五
丁
表
)
ム
|
此
下
ノ
注
計
篇
者
ヵ
私
-
-作
タ
ル
鍬。
難
ν
然
ト
士口
問
兼
右
ノ御
講
ニハ
無
ν
之
故
-一、
此
ノ
義
不
ν
可
エ
従
用
ペ
鰍
。
三
六
丁
表
〉
〈頭
注
〉
ム
|
宇
宙
J
訴
事
万
物
造
化
第
一
或
説
ノ
下
ュ
ア
リ
。
〈一
九
了
表
)
〈該
当
記
述
な
し
)
私
去
、
六
子
t
r
者
泥
土
煮
-F
面
足
ュ至
マ
テ
也
(
二
二
丁
裏
)
(
二
五
丁
表
〉
私
云
、終ニ
ハ可
エ生
長
-故
、
約
ν
終
リ
ュ葦
ノ
{
子
ヲ
用
鍬
。
(ニ
九
丁
表
〉
私
云
、
此
註
計
編
者
均
作
リタ
ルソト
也
。
但
シ
吉
田
ノ
兼
布
ノ
御
講
-a
ハ無
ν
之。(
=
二
丁
表
〉
(傍
注
〉
ム
|
統
御
宇
宙
事
第
四
万
物
造
化
ノ
段
/
下
ノ
第
一ノ
或
説
ノ
下
ュ
ア
リ
。
〈一二
七
T
表
)
- 8ー
ハ該
当
記
述
な
し
〉
ム
|
六
子
ト
者
泥
土
ョ
リ
面
足
-
F
歪ル
マ
テ
也
、
云
々
。
〈頭
注
)
私
一玄
、
乾
坤
六
子
ヲ
生
スJ
-A
-T
諾
車内
二
神
ヲ
乾
坤
-
P
配
ル
上
ノ
六
神
ヲ
諾
舟
ヨリ
出
生
f
可
ν
云
鍬
。
不
ν
然
也
。
乾
坤
六
子
ヲ
生
J
ち
、
上
ノ
乾
坤
ヲ
ハ
天
地
ヲ
指
〆
可
=
心
得
-
也
。
又
諾
品
門
ヲ
乾
坤
ュ配ス
ルハ
、
@
(
傍
注
)
私
云
、
是
ハ
国
ノ
風
俗
ヲ
書
タ
ル
ヲ
云
也
。
国
L
ニ
有
ν
之。
(三
O
七
頁
〉
山王一笑神道の形成と脊悶章表右説
@
私
云
、
都
久
ハ
白
府
ノ
名
也
。
俗
ハ
世
俗
ノ
事
也
。
〈二
九
八
頁
)
@
〈
細
字
〉
私
云
、
此
ノ
時
ハ
日
向
固
ヲ
副
テ
云
也
。
(ニ
九
八
頁
)
@
〈
割
注
〉
兄
弟
ノ
神
ア
リ
。
兄
ヲ
ハ
彦
九
郎
ト
云
也
。
備
中
ニ
ア
リ
。
士
ロ
備
大
臣
ノ
事
也
。
備
前
ノ
御
前
ト
云
〈割
注
〉
私
云
、
風
土
記
J
-A
ハ風
ノ
風
俗
ヲ
魯
タ
ル
ヲ
云
也
。
問
、
-
-
有
ν
之。っ=ニ
r表
)
(割
注
)
私
云
、
都
久
ハ
烏
ノ名
也
。
俗
b
一広ハ
世
俗
J
事
也
。
ハ
二
七
丁
裏
〉
〈割
注
〉
ム
l
a向
国
，
リ
大
隅
厳
態
，
出
、
日
向
Z
副
ミ
九
ヶ
国
ト
云
也
(
二
七
丁
裏
〉
吉
O
彦
・
古
O
姫
兄
弟
ノ
神
也
。
兄
，
ハ
彦
九
郎
J
2
也
、
備
中
-
I、
古
口
備
大
臣
ノ
市
中
也
。
備
前
ノ
御
前
J
玄
ハ妹
也
士
ロ
備
津
姫
事
也
。
後
ノ
父
母
ニ
取
ノ
事
也
。
且
ク
相
配
迄
也
。
強
テ
不
ν
可
ν
疑
也
。
尋
去
、
七
代
内
初
三
代
ハ
陽
三
ノ
数
、後
ノ
四
代
ハ
除
四
ノ
数
，
呈
ス
島也。
但
後
ノ
四
代
非
エ
純
陰
-
事
ハ
腸
ハ健
〆
独
化
義
有
ν
之
、
陰
ハ弱
ナ
レ
ハ
独
化
ノ
義
難
ν
成
、
放
腸
ノ
力
倍
且F
可
=
心
得
日也
。
(
四
二
丁
裏
〉
(該
当
記
述
な
し
〉
- 9ー
ム
1
都
久
ハ
鳥
ノ
名
也
。
俗
ハ
世
俗
ノ
事
也
(
五
二
了
裏
〉
私
云
、
日
向
ノ
国
，
加
ヘ
テ
三
ヶ
国
也
、
云
々
。
〈
五
三
丁
表
〉
私
云
、
備
前
国
之
人
物
語
一去
、
兄
弟
ノ
神
7
2
兄
，
ハ
彦
九
郎
J
2
也
。
備
中
-
-
ア
リ
。
士
ロ
備
ノ大
臣
ノ
事
也
。
備
前
ノ御
前
ト
云
ハ妹
也
。
ハ
妹
也
。
士
ロ
備
津
妓
ノ
古
学
也
。
両
国
山王一笑仲道の形成と奮闘液右説
ノ
間
ニ
ア
リ
。
其
ノ
中
間
十
四
五
里
有
リ
。
六
町
一
里
ニ
〆
也
。〈
ニ
九
九
頁
)
@
〈
該
当
記
述
な
し
〉
@
〈
該
当
記
述
な
し
〉
@
私
去
、
天
ニ
上
ル
ト
ハ
者
、
国
常
立
両
ノ
国
間
-一ア
"
。
其
ノ
中
間
十
四
五
里
ァリ
、
ハ
町
一
旦
也
〈
二
八
丁
表
)
ハ
該
当
記
述
な
し
)
〈
該
当
記
述
な
し
)
私
云
、
天
二
上
J
T
A
国
ノ
常
立
ノ
首
τ所
二
歪
r
古口
備
津
姫
ノ
事
也
。
両
国
ノ
間
ュ
ア
リ
。
其
間
十
四
五
里
I
。
六
町
一
里
ラ
也
。
ム
|
入
唐
ノ
士
ロ
備
大
臣
ハ
遥
ノ
以
後
ナ
1
可
ν
考
(
五
三
丁
袈
i
五
回
丁
表
)
私
云
、
中
臣
厳
ノ
文
ニ
、
吾
皇
御
孫
噂
乃
美
頭
乃
御
舎
仁
仕
事
中
4
1
此
美
頭
ト
云へ
2
瑞
ノ{子
ノ
心
也
。
文
水
ノ
{
子
ノ
心
也
。
又
美
頭
J
玄
ヘ
ル
ハ
宣
社
ノ
義
也
。
大
道
元
〆
水
g
リ
万
物
生
長
ス
ル
故
a
F
奇
特
奇
瑞
ノ
- 10ー
物ナ
レハ
、
瑞
J
字
ア
ミ
ッ
ト
ヨ
ム
也
。
万
物
水ョ
リ
生
ス
レ
ハ
富
佑
ノ
義
有
ν
之
。
又
水
ョ
リ
生
ν
名
物
a
返
テ
火
-
-
成
レ
ハ
奇
特
ノ
至
極
ハ
水
ニ
テ
有
ヰ
似
-一
、
水
-
-
瑞
ノ
{
子
ヲ
随
テ
読
ム
也
。
(
五
五
丁
裏
〉
私
入
、
サ
レ
ハ
異
国
2
如
ν
此
例
多
毎
中
二、
李
札
鋳
W3
ト
銅
，
匹、
(以
ド
省
略
、
史
記
の
引
用
〉
〈
五
六
丁
茨
1
裏
〉
私
云
、
天
ュ
上
t
去
ハ
国
常
立
ノ
尊
ノ
処
へ
尊
ノ
処
ニ
至
ル
ヲ
云
ν
繭
也(三
O
一二
頁
〉
@
(
細
字
〉
私
云
、
ハ
、
ヵ
ム木
ト
云
ハ
、
権
ノ
木
ノ
事
也
。
〈一
一
O
四
頁
〉
@
(
割
注
〉
私
去
、
上
ニ
ハ
淡
路
ヲ
胞
ト
〆
ト
云
。
是
ハ
南
海
道
ノ
六
ヶ
国
ノ
内
也
。
此
段
-
-
ハ
淡
ト
計
云
。
是
ハ
関
東
ノ
房
州
ヲ
云
ト
沙
汰
ス
レ
ハ
各
別
也
。
〈三
O
五
頁
〉
@
(
細
字
)
私
去
、
賢
木
疋
智
也
、
云
々
。
山王一実神道の形成と吉岡旅右説
(三
O
九
頁
〉
@
ハ
骸
当
記
述
な
し
)
@
〈
該
当
記
述
な
し
)
@
(
傍
注
〉
私
云
、
易
説
卦
ニ
、
震
ヲ
為
宮
O
其
於
馬
也
、
為
=
普
鳴
吋
ワ
ヘ
ro
去
事
也
。
〈一二
O
丁
茨
〉
ム
ー
ハ
、
ヵ
ト
云
ハ
、
椿
ノ木ノ
事
也
。
委
細
ハ
如
ν
易。
(一ニ
O
丁
裏
〉
(該
当
記
述
な
し
〉
(割
注
〉
ム
|
賢
木
点
目
タ
也
。〈三
ニ
丁
裏
)
ハ傍
注
〉
不
審
也
。
ハ
三
三
丁
表
〉
ハ該
当
記
述
な
し
〉
カ
ソ
ム
|
歌
云
、
〈
割
注
)
父
母
イ
ロ
ハ
イ
カ
エ
{
H
A
ト
ヲ
モ
フ
ラ
ン
ミ
ト
セ
ユ
ナ
レ
到
ル
ヲ
云
也
。
(
五
八
丁
裏
〉
私
云
、
ハ
、
ヵ
J
十
品
ハ
権
ノ
木
ノ
事
也
。
(五
九
丁
表
)
ム
|
上
-ハ
淡
路
，
胞
i
ト云
、是
ハ南
海
六
ヶ
国
ノ
内
也
。
此
段
ハ淡
av
計
J
否
、
是
ハ関
東
ノ
安
房
，
云
，
沙
汰
P
H各
別
t
鰍
。
以
下
如
ν
文。
(六
O
丁
表
i
裏
〉
私
云
、
賢
木
尾容。
〈
六
三
丁
裏
〉
- 11-
私
去
、
波
羅
堤
木
叉
J
q戒
法
ノ事
也
。
不
審
也
、
可
ν
明
ν
之
。
(
六
四
丁
表
〉
私
入
、
易
ノ未
済
ノ
卦
ノ六
五
二
、
正
義
云
、
君
子
ノ
光
事
γ
リ
突
。
〈
傍
注
一
韻
府
麻
韻
〉
呑
日
月
奪
。
(六
七
丁
裏
1
六
八
丁
表
〉
私
云
、
易
説
卦
ュ
震
ノ
卦
ヲ
為
ν
雷
為
=
作
足目。
(
七
ニ
丁
裏
〉
山王一実神道の形成と吉岡兼右説
為
二
作
足
目
、
云
々
。
@
〈
該
当
記
述
な
し
〉
@
ハ
該
当
記
述
な
し
〉
(三
五
六
頁
〉
ト
足
夕
、
ス
シ
テ
。
〈
該
当
記
述
な
し
〉
(
該
当
記
述
な
し
〉
〈
三
六
丁
裏
)
私
入
、
サ
レ
ハ
紙
層
ュ
此
神
ヲ
勧
請
申
事
れ、
貞
観
年
中
・
4
ロ
悶
兼
倶
ョ
リ
廿
代
巳
前
ノ
平
九
J
玄
人
二神
託
ア
リ
シ
故
-、
東
護
鳴
ノ
尊
ヲ
彼
所
-
-祝
南
・
也
。
彼
紙
闘
ハ感
神
院
J
一
品
精
舎
也
。
其
額
二
祇
園
精
舎
ト
ア
リ
。
随
け
其
ュ
紙
圏
三
市
也
。
悪
神
ノ
大
将
也
故
ニ、
還
テ
悪
神
ヲ
治
メ
玉フ
也。
(七
三
丁
表
1
裏
〉
- 12-
私
入
、
暦
林
問
答
去
、
夏
至
ノ
後
第
コ
つ
庚
ノ
日
為
=
初
伏
目
、
第
四
ヲ
為
z
中
伏
-
、
立
秩
ノ
後
ノ
第
一
ノ
庚
ノ
日
為
エ
後
伏
司
、
云
々
。
大
熱
日
也
不
ν
可
z
遠
行
-
療
病
凶
敢
不
ν
蒔
ユ
五
穀
ノ
種
-、
云
々
。
韻
府
昆
韻
秋
以
ν
金
代
ν
火
、
金
畏
ν
火
故
ュ
至
己
決
ノ
日
4
必
伏ス
、
云
々
。
車
益
三
、
六
月
ノ
節
ェ
入
s'
第
一ノ
民
ヲ
為
=初
伏
-
、
云
々
。
是
モ
心
ハ
同
也
。
ハ八一
丁
裏
1
入
ニ
丁
表
〉
@
〈骸
当
記
述
な
し
〉
@
(
骸
当
記
述
な
し
〉
山王一実神道の形成と吉田兼右説
@
ハ
傍
注
〉
或
抄
云
、
後
、
々
受
也
。
泉
、
黄
泉
也
。
砲
、
竃
鍵
也
。
故
ニ
裁
レ
ハ
黄
泉
ノ
鐘
ヲ
受
タ
ト
一玄
心
也
。
@
私
云
、
乗
、
云
々
。
ハ三
五
七
頁
〉
(三
三
六
頁
)
獄
ノ
鬼
女
也
。
@
〈
傍
注
)
私
云
、
或
抄
去
、
是
モ
地
(一
一
五
七
頁
〉
(該
当
記
述
な
し
〉
〈該
当
記
述
な
し
〉
(
割
注
〉
或
抄
云
7
、
後
ハ、
々
受
也
。
泉
ハ、
黄
泉
也
。
竃
ハ
、
電
鍵
也
。
故
-
P
受
寸
我
ハ
黄
内
双
鋲
ゴ
去
意
也
(
四
八
丁
表
〉
(該
当
記
述
な
し
〉
〈
該
当
記
述
な
し
〉
私
云
、
伊
勢
ノ
人
ノ物
語
云
、
六
月
晦
日
茅
，
以
テ
輪
，
調
2
頭
ノ
上
ョ
リ
輸
ヲ
ハ
メ
テ
是
ヲ
抜
挙
ヶ
輪
ヲ
ハ足
下
ョ
リ
取
ル
也
。
如
す
此
時
寄
，
唱
1
三
返
、
寄
一
返
-
-
一
度
翰
ヲ
ハ
メ
取
除
、
耳
:
給
:
三
度
2
也
、
云
身
。
午 又
験ご益
三衆
宅弱
再考
三 佐
本竹
J 辺
一 ・
/ ! 
宅考
輸輪
立
テ
、
出
合
夫
婦
ノ
人
互
ュ
ハ
メ
サ
ス
ル
ハ
八
二
丁
裏
)
- 13ー
也〈割
注
〉
私
入
、
鴻
ハ是
江
辺
J
h
師、
対
類
ア
り
。
呑
ハ
為
天
ド
虫
。
ハ八
三
丁
裏
〉
私
云
、
或
抄
云
、
検
ハ、
受
也
泉
ハ
、
黄
泉
也
。
竃
ハ
、
鐘
也
。
故
我
レ
ハ
黄
泉
ノ鐘
ヲ月号
J
去
心
也
(九
四
丁
裏
〉
〈
該
当
記
述
な
し
)
ム
ー
是
を
地
獄
ノ鬼
女
也
、
云
々
。
(九
五
丁
裏
)
@
〈
該
当
記
述
な
し
)
山王一実神道の形成と吉図兼右説
云
ハ
、
神
ノ
名
也
。
⑬
〈
細
字
)
私
云
、
泉
門
塞
之
太
神
ト
(
三
四
一
頁
)
@
(該
当
記
述
な
し
〉
以
御
ν
天
、
云
々
。
@
(
傍
注
)
私
去
、
乾
卦
。
時
乗
=
六
龍
-
、
ハ
三
五
七
頁
〉
@
(
該
当
記
述
な
し
)
@
(
該
当
記
述
な
し
〉
⑬
〈
該
当
記
述
な
し
〉
〈該
当
記
述
な
し
〉
(骸
当
記
述
な
し
〉
(
該
当
記
述
な
し
)
(骸
当
記
述
な
し
〉
〈
該
当
記
述
な
し
〉
(該
当
記
述
な
し
)
〈
該
当
記
述
な
し
〉
私
云
、
闇
常
立
尊
兼
備
也
。
(九
八
丁
表〉
(
骸
当
記
述
な
し
〉
私
入
、
神
道
名
法
要
集
e-
去
、
問
内
清
浄
外
清
浄
者
何
調
歎
。
(
以
下
省
略
〉
(一
O
一
丁
表
i
裏
〉
乾
卦
象
目
、
時
二乗
三
ハ
竜
4
以
テ
御
凡夫ヲ
央
、
私
云
、
乾
ノ卦
ノ
六
支
，
六
竜
ト
云
、
但
- 14-
三
四
ュ
竜
ノ宮
無
ν
之。
ハ一
O
六
丁
表
〉
私
入
、
神
道
名
法
要
集
云
、
無
上
霊
宝
下
、
無
上
者
高
天
原
尊
号
也
。
(以
下
省
略
(
一
一
二
丁
表
1
裏
)
私
入
、
韻
府
支
韻
巻
ν
女
馬
皮
注
、
高
辛
時
萄
蚕
女
父
被
鯨
〈以
下
省
略
〉
〈一一
五
丁
表
)
私
入
、
八
揖
之
寄
、
元
輝
元
年
大
嘗
会
ノ
主
基
方
稲
審
耳
、
丹
波
国
長
国
村
」
巧
⑬
ハ細
字
〉
私
去
、
祖
ト
云
ハ
、
真
実
ノ
親
ノ
事
ユ
ハ
非
ス
。
凡
川
内
等
カ
イ
ツ
キ
マ
ツ
ル
神
也
。
〈
一一
六
四
頁
〉
@
(該
当
記
述
な
し
〉
山王一実神道の形成と吉田線右鋭
@
(該
当
記
述
な
し
)
@
(傍
注
〉
晋
忠
一去
、
稼
植
者
、
国
之
大
本
t
。
〈
以
下
省
略
)
(割
注
〉
ム
l
祖
J
宅
、
真
実〆
祖
・4
計
ぇ、
凡
川
内
等
ノ
イ
ツ
キ
マ
ツ
ル
神
也
。
〈
六
三
丁
表
〉
〈該
当
記
述
な
し
〉
(該
当
記
述
な
し
〉
ハ該
当
記
述
な
し
)
ル
、
権
中
納
言
兼
光
、
神
代
ヨ
リ
ケ
フ
ノ
タ
メ
ト
ヤ
八
鹿
ニ
長
田
ノ
稲
ノ
ナ
ヒ
キ
初
ケ
ン
。
〈
一
一
八
丁
表
〉
私
去
、
祖
J
宅
、
真
実
ノ
親
ノ
事
-非
ぇ
、
凡
川
内
等
n
イ
ツ
キ
マ
ツ
ル
神
也
。
ハ下
巻
八
丁
表
〉
私
云
、
唐
-Z
鹿
ヲ
馬
i
ル事
有
ν
之、
ハ中
略
〉
私
云
、
車
一
カ
モ
ト
云
物
7
1借
円
一
之
遺
ス
無
シ
ト云
ノ
寄
-鹿
，
サ
シ
テ
馬
ト
云
ナ
ル人
t
- 15-
，、
(中
略
〉秦
記
去
、
築
相
趨
高
繋
=鹿
於
天
闘
-称
ν
馬、
〈以
下
省
略
〉
〈
一
二
丁
裏
1
一
三
丁
表
〉
私
入
、
中
臣
蔵
私
抄
去
、惣
〆宮
ヲ
作
3
宅
、
天
地
ノ
理
ヲ
作
リ
顕
く
天
道
ノ
理
ノ
事
相
-
顕
レ
タ
ルヲ
義
形
-
-見
3
2
〈以
下
省
略
)
(一
四
丁
表
l
一
五
丁
表
)
弘
入
、
千
字
文
下
巻
治
本
於
政
務
滋
稼
鍬
可
下
ノ注--
、
漢
自
供
者
天
下
之
大
山王一実神道の形成と吉国兼右説
@
(
骸
当
記
述
な
し
〉
@
(該
当
記
述
な
し
)
ハ三
八
三
頁
〉
@
(
細
字
)
私
云
、
大
和
姫
ハ
八
百
年
生
キ
玉
フ
ト
、
云
々
。
ハ三
七
五
頁
〉
真
偽
ト
モ
書
ク
。
@
(割
注
〉
私
云
、
亙
ト
モ
也
也
私
去
、
(一
一七
六
頁
〉
@
〈
頭
注
〉
私
云
、
今
マ
世
人
爪
ヲ
細
々
切
ル
モ
、
悪
事
ヲ
切
リ
捨
ル
意
也
。
@
〈
該
当
記
述
な
し
)
〈
一
二
八
三
頁
)
@
〈割
注
〉
私
云
、
仙
洞
ト
云
ハ
内
裏
(骸
当
記
述
な
し
〉
〈該
当
記
述
な
し
〉
ム
|
大
和
妓
ハ
八
百
年
生
1
、
云
々
〈割
注
)
ム
|
亙
尾
書タ
也
。
〈
六
八
丁
表
〉
ム
|
真
偽
庵
〈
六
八
丁
裏
)
切
捨
ル
心
也
。
ム
|
今
世
人
ノ爪
，細
々
切
ル
務
e
悪
事
，
(
』
ハ
九
丁
喪
〉
(
該
当
記
述
な
し
〉
私
去
、
仙
嗣
J
TA
ハ、
内
裏
ノ
内
ェ院
ノ宮
ノ
本
、
晋
寄
目
、
稼
稽
国
之
大
本
、
〈
以
下
省
略
〉
(
一
五
了
裏
〉
私
去
、
熊
野
山
Z
蓬
莱
」
玄
也
、
徐
福
n
事
千
字
文
-
ア
リ
。
〈一
七
丁
表
)
私
去
、
廼
縁
ハ火
神
之
放
-、
呼
計
炎
上
イ
日
=
廻
禄
-
、
云
々
。
(ニ
O
丁
表
〉
ム
|
大
和
妓
ハ
八
百
年
存
命
?
、
云
々
。
(一
O
丁
裏
〉
ム
ー
御
子
そ
御
子
夏
、
又
タ
神
，
祭
ル
時
- 16 -
チ
ワ
ヤ
ヲ
著
ル
事
有
ν
之
。
是
則
茅
ハ潔
白
ノ
物ナレハ
、
精
進
潔
斎
〆
神
ヲ
祭
r一広
官
智
也
。
(
一
部
省
略
〉
(一二
丁
裏
〉
私
云
、
今
マ
世
人
細
々
爪
ヲ
切
:
悪
事
，
切
テ
捨
ル
心
也
。(
二
三
丁
裏
1
二
四
了
表
)
私
去
、田
札
又
ハ
点
札
、
何
d
r制
2
回イ
札
也
。
(
二
六
丁
表
)
ム
|
仙
嗣
J
?で
、
内
裏
ノ内
-手
院
ノ宮
ノ
御
ノ
内
ニ
院
宮
ナ
ト
ノ
御
座
ノ
所
也
、
云ムベ。
姫
宮
ナ
ト
ノ
御
座
ノ
処
歎
、
云
々
。
(
三
八
二
頁
〉
@
(
頭
注
〉
私
一
玄
、
十
健
銅
ハ
大
蛇
ヲ
切
ル
銅
也
。
(
三
九
五
頁
〉
@
(該
当
記
述
な
し
〉
@
(
傍
注
〉
私
云
、
或
抄
云
、
天
武
天
皇
七
年
、
新
羅
ノ
道
行
来
テ
盗
ソ
ト
ス
ル
ト
、
云
々
。
而
ル
ニ
唐
ニ
ハ
高
山王一実神道の形成と吉凶兼右説
宗
ノ
御
字
也。
玄
宗
ヨ
リ
品
川
余
年
巴
前
也
。
追
而
可
ν
明。
ハ三
九
五
頁
〉
御
在
所
也
。
姫
宮
t
J御
座
処
歎
。
〈七
一
丁
裏
〉
〈
骸
当
記
述
な
し
〉
(該
当
記
述
な
し
〉
ム
ェ
入
、
或
抄
-一
二
品
、
天
武
天
皇
七
年
ミ
新
羅
ノ
道
行
楽
テ
盗
1
2
t
云
々
。
而
ル
唐
三
高
宗
ノ御
字
也
。
玄
宗
3
知
年
己
前
也
。
追
而
可
ν
尋
。
私
云
、
草
薙
ノ
沙
汰
不
ν
聞
へ、
是
ハ駿
河
固
テ
東
賊
共
。
野
火
，
付
ケ
ケ
ル
時
、
彼
釦
ヲ
以
テ
払
詰
号
給
7
故
-草
薙
ト
ハ
由
守
也
。
常
ノ
義
t
ハ
委
ク
不
ν
記
セ
鰍
。
〈七
四
丁
表
〉
を
処
也
。
姫
宮
ナ
ト
ノ
御
座
処
歎
。
〈
二
七
丁
裏
)
私
去
、
大
蛇
，
切
除
銅
ハ十
揖
ノ
卸
ト
見
タリ。
ハニ
九
丁
裏
〉
私
入
、
中
臣
載
ノ私
抄
ニハ
村
袈
ノ
釦
，
以
テ
四
面
ノ
草
ヲ
薙
t
s
〈三
O
丁
裏
)
元
亨
釈
書
廿
一
云
、
品
川
九
代
天
智
天
王
七
年
春
正
月
戊
子
天
皇
即
け
位
。
建
計建
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福
寺
4
。
夏
秩
冬
営
話
取
ヲ
於
百
済
大
寺
4
。
天
女
降
町
一
蹴
-
Z
新
羅
ノ
道
行
擬
日
首
都
薙
錨
目。〈
中
略
〉
、
私
云
、
唐
ノ
則
天
皇
后
垂
扶
元
年
乙
酉
玄
宗
誕
生
、
本
朝
者
天
武
天
皇
十
四
年
乙
酉
暦
也
。
新
羅
道
行
擬
盗
剣
十
七
年
以
前
也
。
可
勘
合
見
之
也
。
元
亨
釈
書
廿
一
回
、
紫
議
鳴
尊
奉
叫
銅
於
天
照
太
神
-
、
(後
略
〉
会
二
丁
裏
i
一
一三
丁
表
〉
山王一笑神道の形成と吉田兼右説
@
(細
字〉
私
一玄
、
久
方
ノ
天
ト
有
ル
一
、
下
照
姫
ト
置
ク
ハ
天
地
ト
次
第
ス
ル
事
也
、
云
七
(三
八
八
頁
)
@
(
頭
注
〉
私
云
、
酒
折
ノ
宮
ト
云
ハ
、
甲
州
山
梨
郡
ニ
有
ル
也
。
又
タ
ハ
坂
垣
ノ
郡
ノ
内
ト
モ
去
也。
(三
九
五
頁
〉
@
ハ骸
当
記
述
な
し
〉
@
(骸
当
記
述
な
し
)
私
云夕
、
久
方
ノ
天
a
F
有
2
下
照
焼
ト
E
1
天
地
ト
次
第
2
事
也
、
云
々
。(七
四
丁
裏
〉
(脚
注
)
ム
云
、
酒
折
宮
、
甲
州
山
梨
J
郡
e
F
有
ル
也
。
〈七
四
丁
裏
〉
私
ュ
入
、
占
今
仮
名
序
久
か
た
の
あ
め
に
し
て
ハ
し
た
て
る
ひ
め
に
は
し
ま
り
、
あ
ら
か
ね
の
っ
ち
に
し
て
ハ
す
さ
の
お
み
こ
と
よ
り
は
を
こ
り
け
る
。〈七
五
丁
表
〉
〈骸
当
記
述
な
し
)
(割
注
)
天
智
天
王
ノ
御
字
、
新
羅
道
行
出
棟
以
盗
w
剣
ヲ
、
元
亨
釈
書
廿
一
巻
二
ア
リ
、
唐
玄
宗
釆
生
時
也
。
(
一-一三
丁
裏
〉
私
云
、
久
方
ノ
天
ap
有
ルェ
下
照
姫
島
世
タ
ハ
天
地
av
次
第
2
文
章
ノ
発
リ
迄
也
、
云
々
。
(
三
四
丁
裏
〉
ム
l
酒
折
ノ
宮
J
玄
ハ何
レ
ノ
国
J
窓
事
、
議
談
ノ時
其
沙
汰
僻
mq之
。
而
2
甲
州
山
マ
梨
ノ郡
ュ有
ν
之
。
又
ハ坂
垣
ノ
郡
司
云
也
。
- 18ー
甲
府
善
光
寺
ノ
近
辺
也
。
彼
宮
-
-今
ハ
入
幡
ノ
立
玉
1
在
所
ノ
人
語
ル
也
。
(三
五
丁
表
〉
〈該
当
記
述
な
し
〉
ハ傍
注
〉
私
云
、
間
ミ
稲
田
姫
ノ
返
寄
ょ
@
(
細
字
〉
私
云
、
{
子
ハ
ソ
へ
字
也
、
云
々
。
イ
ソ
ト
云
フ
イ
ノ
国
ヲ
開
キ
玉
フ
也
。
如
上
。
@
〈
細
字
〉
私
云
、
繁
華
鳴
尊
、
新
羅
(三
九
三
頁
)
山王一実神道の形成と吉田到底右段
@
〈
細
{
子
〉
一
切
衆
生
ト
ニ
ヲ
ウ
ツ
マ
グ
サ
説
ム
也
。
⑮
〈
該
当
記
述
な
し
〉
⑪
(
骸
当
記
述
な
し
〉
〈一
九
四
頁
〉
テ
、
歌
道
〈=一九
七
頁
〉
私
去
、
イ
ソ
ト
ソ
ノ
{
子
ハ
ソ
へ
{
子
也。
(
七
七
丁
裏
〉
一広
々
。
私
去
、
繁
サ
鳴
ノ尊
新
ラ
国
ヲ
開
2
7
t
私
去
、
一
切
衆
生
，
(七
八
丁
表
〉
テ
寄
道
-
-
ヲ
ウ
ツ
マ
ク
サ
ト
説
ム
也
，
、
去
荷
。〈七
八
丁
裏
)
(
該
当
記
述
な
し
)
ハ
骸
当
記
述
な
し
〉
ア
リ
。
神
代
巻
ミ
不
載
不
審
也
、
可
ν
明
。
日
毛
暮
レ
ヌ
サ
ク
サ
メ
ノ
ト
ジ
ハ
ヤ
イ
テ
ヨ
心
ノ
闇
ュワ
レ
マ
ヨ
ワ
ス
ナ
、
一TAA
。
(三
八
丁
表
〉
(
骸
当
記
述
な
し
)
〈細{子
〉新
羅
国
Z
、
素
蓮
鳴
ノ
開
害
事、
如
ν
上。
(
四
一
丁
裏
〉
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(
骸
当
記
述
な
し
〉
私
入
、
千
字
文
下
巻
昆
池
ノ
硝
石
ノ
注
品
、
秦
始
皇
ノ
時
徐
福
到
寸
蓬
莱
-有ル
ヲ
熊
野
J
玄
・
也
。
熊
野
ニ
徐
福
均
一
刺
子
ν
今
有
リ
ト
-
2
也。
(
四
五
丁
表
〉
私
入
、
付
ν
之
三
魂
七
魂
之
事
、
神
家
・ス
山王一笑神道の形成と吉田兼右説
⑫
(該
当
記
述
な
し
〉
@
〈傍
注
〉
私
云
、
天
照
大
神
ハ
皇
孫
ノ
御
為
ニ
ハ
、
父
カ
タ
ノ
祖
母
也
。
(
四
一
七
頁
〉
⑪
(傍
注
〉
私
云
、
高
皇
産
串
一
一
皿
尊
天
穂
也 日
尊
ヲ
以
テ
、
下
界
へ
使
ニ
下
玉
フ
(
四
一
八
頁
)
⑮
(該
当
記
述
な
し
〉
〈該
当
記
述
な
し
)
〈傍
注
〉
ム
l
天
照
大
神
ハ皇
孫
ノ
御
為
ハ
父
方
ノ
祖
母
也
。
(
八
四
丁
裏
)
(該
当
記
述
な
し
〉
(割
注
〉
ム
|
伊
勢
物
語
ニ
ミ
ト
セ
コ
ザ
レ
ハ
新
枕
f
ト
一玄
事
可
ν
思
也
。
サ
レ
ハ
一魂
ハ天
-上
リ
七
魂
ハ
地
ニ
留
t
、
-
A
。々
此
事
次
Z
以
テ
可
ν
得
ν
心
。
其
名
ハ
十
王
経
二
見
へ
タ
リ
。
神
家
ノ
才
覚
ニ
ハ
無
ν
之、
云
々
。
中
臣
被
ノ
私
抄
ュ見タリ。(四
六
丁
表
〉
私
入
、
周
易
繋
辞
云
、
天
一
一地
ニ
夫
三
地
四
天
五
地
六
天
七
地
入
夫
九
地
十
是
也。
〈以
下
省
略
〉
〈
四
九
丁
表
1
五
O
丁
表
)
- 20-
現
々
杵
ノ
酋
寸
ハ
天
照
大
神
ノ
御
為
ニ
ハ
嫡
男
ノ御
子
也
。
理
々
杵
ノ
尊
ノ御
為
三
夫
照
大
神
ハ
父
方
ノ
祖
母
也
。
〈
五
五
丁
袈
1
五
六
丁
表
〉
ハ傍
注
〉
ム
|
高
皇
産
霊
ノ尊
天ノ
施
日
ノ
首
守
ヲ
以
テ
下
界
へ使
ニ
下
手
也
。(
五
六
丁
裏
)
〈細{子
〉
私
入
、
論
語
第
一
、
三
年
無
げ
改
叶
父
ノ
之
道
4
、
可
ν
謂
ν
孝
ト
。
又
伊
勢
也
@
(
細
字
〉
私
云
、
知
年
ヲ
壮
年
ト
云
(
四
一
O
頁〉
山王一実神道の形成と吉田液右説
@
〈
細
{
子
〉
私
云
、
香
、
鹿
児
岡
本
也
。
⑮
(
該
当
記
述
な
し
)
〈
四
一
O
頁
〉
ア
ラ
タ
マ
ノ
ト
シ
ノ
寄
、
改
年
ミ
ト
セ
ヲ
待
ワ
ピ
テ
夕
、
今
夜
コ
ソ
新
枕
ス
レ
。
(八
五
丁
裏
〉
ハ
傍
注
)
ム
ー
三
十
年
，
壮
年
J
玄
也
。
(
八
五
了
裏
〉
ハ割
注
〉
ム
|
否
、
鹿
児
同
事
也
。
〈
八
五
寸
裏
〉
(
該
当
記
述
な
し
〉
ア
ラ
タ
マ
ノ年
ノ
ミ
ト
セ
ヲ
待
ワ
物
語
、
ヒ
テ
只
今
夜
2
γ
新
枕
t
、
云
々
。
又
神
代
ノ
蛭
子
ノ事
，
、
父
母
イ
カ
ニ
ア
ワ
レ
ト
思
ラ
ン
三
年
-
-
成
1
足
夕
、
ス
シ
テ
。
其
外
不
ν
可
エ称
計
-也
、
云
々
。
(
五
六
丁
裏
1
五
七
丁
表
〉
ム
(傍
注
一
韻
府
去
声
〉
壮
側
苑
切
、
φ
一
十
日
l
。
〈
傍
注
一
ム
入
)
供
会
世
間
品
去
、
白
川
ハ如
せ
ェ
壮
士
ノ
一
度
弾
指
t
-21-
頃
ザ
六
十
五
刺
那
如
ν
是
、
名
為
二
剃
那
ノ
量
叶
実
。
(
五
七
丁
表
〉
ム
|
昏
旬
、
鹿
児
ハ同
事
也
。
(
五
七
丁
裏
)
ム
(
傍
注
一
広
韻
)
忠
〈
割
注
一
無
私
也
、
敬
也
、
直
也
厚
也
、
亦
別
名
〉
、
私
入
、
千
字
文
云
、
忠
則
尽
命
、
注
為
=
人
臣
】
者
ハ
、
事
ν
君
須
ν
忠
、
必
尽
吋
ぇ
命
，
、
一広々
。
山主一実神道の形成と吉田現在右説
⑮
〈
細
字
)
私
一
玄
、
神
道
ノ
家
ニ
有
之
事
鍬
、
一京
荷。
(四
一
一
頁
)
@
〈割
注
)
私
云
、
川
シ
ヨ
ピ
ノ
事
也
、
云
々
。
私
云
、
ソ
ナ
ト
云
為
也
、
云
々
。
〈
四
一
一
一
一
頁
〉
@
ハ
該
当
記
述
な
し
〉
@
ハ
割
注
)
私
云
、
追
善
ノ
々
ニ
普
ノ
{
子
ヲ
ハ
恵
三
薦
ノ
字
士
ロ
シ
、
一玄々
。
(
四
二
二
頁
)
@
〈
該
当
記
述
な
し
〉
〈割
注
)
ム
!
神
家
-
有
=
此
事
一
也
、
一去
々
。
〈
八
六
丁
裏
〉
(割
注
〉
ム
l
川
ハ
シ
ヨ
ピ
事
也
ム
1
ソ
ナ
ト
云
烏
也
。
(
八
七
丁
表
〉
又
ハ
片
倉
鳥
尊
庭
、
文
ハ天
津
渡
神
尾
、
又
ハ
健
御
名
方
ノ
神
戸
申
ぇ
也
、
去
々
。
(
八
八
丁
表
〉
〈割
注
〉
ム
追
善
ノh
J
{
子
-
-、
普
ノ
{
子
ハ
如
何
、
薦
ノ
字
鍬
。
〈九
日
丁
表
〉
(
該
当
記
述
な
し
〉
(
五
八
丁
裏
1
五
九
丁
表
〉
ム
!
神
家
--有三
之
古
学
-欺
、
云
々
(六
O
丁
表
〉
(骸
当
記
述
な
し
〉
私
、
又
或
抄
云
、
天
聾
星
ノ
神、
又
ハ片
倉
辺
ノ抽円、
文
ハ
天
ノ
御
渡
ノ
神、
文ハ
健
御
名
方
ノ神
云
也
。
私
云
、
不
ν
可
ν
信
詞
用
- 22ー
之
¥
或
抄
ノ
心
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。(六
二
丁
表
〉
ム
ー
追
普
ノ々
3
ハ
普
ノ
{
子
ハ
非
也
、
薦
ノ字
ヵ
士回
也。
〈六
九
丁
茨
〉
私
入
、
神
道
名
法
要
集
一虫
、
問
、
神
道
之
所
談
、
為
吾
国
之
根
奥
独
立
一
一
法
也
。
幸
得
=宗
源
ノ
ニ
{子寸
、
何
ソ
不
ν
立
家
ノ
宗
義
寸
哉
。
答
、
吾
神
道
者
在
け
万
物
4
@
ハ
該
当
記
述
な
し
)
@
(
該
当
記
述
な
し
)
山王一笑神道の形成と吉田兼右説
@
(
該
当
記
述
な
し
〉
@
(
該
当
記
述
な
し
)
一去、
-広
々
。
或
抄
云
、
刺
ヲ
ハ
サ
キ
ト
云
ヒ
、
幸
ヲ
ハ
サ
チ
ト
(
九
二
丁
裏
)
(
該
当
記
述
な
し
)
ハ
該
当
記
述
な
し
〉
(
該
当
記
述
な
し
〉
不
ν
留
-4
物
4
。
ハ
中
略
〉
巴
上
神
道
名
法
要
集
也
。
私
入
仰
宗
源
ゴ
一
{
子
肝
要
也
。
一
一一
種
神
道
ノ
中
ノ
第
三
ノ
元
本
宗
源
ノ
神
道
争
去
を
向
ν
之
。
上
巻
題
号
ノ
下
ノ
来
二
出
ν
之
今
ハ
略
ν
之。
〈
六
九
丁
表
l
七
O
丁
表
〉
私
一窓
、
或
抄
云
、
利
ヲ
ハ
サ
キ
ト
云
ヒ
、
幸
，
サ
チ
J
玄
a
p
、
-
云
々
。
〈七
四
丁
表
)
私
去
、
城
過
z
百
媛
-
国
之
害
也
、
云
々
。
〈
以
下
韻
府
引
用
、
省
略
〉
- 23-
(七
四
丁
表
〉
〈割
注
)
私
云
、
百
雑
ハ百
以
川
丈
也
。
晋
献
公
ノ
九
層
ノ
台
ハ
八
百
尺
計
ト
ア
リ
。
八
十
丈
余
t。
千
字
文
ノ似
蘭
斯
搾
ノ
注
-
72
(七
回
丁
襲
〉
一
有
二
;
美
人
一
銭
ν
間
ヲ
而
出
、
〈
傍
注
一
私
入
)
蒙
求
上
奨
噌
排
閥
、
注
、
前
漢
奨
暗
唱
豊
浦
人
也
。
〈
以
下
省
略
〉
山王一実神道の形成と吉田売を右説
@
(該
当
記
述
な
し
〉
ハ該
当
記
述
な
し
)
(七
五
丁
表
1
一袋
〉
私
云
、
従
容
よ
タ
ノ
シ
ム
ト
云
心
也
。
遁
遥
，
同
a
F
、
云
々
。
尚
可
ν
明
ν
之
。
私
入
、
荘
子
第
七
郭
象
ヵ
注
云
、
従
容
吹
累
為
エ
従
容
-猶
=閑
放
-
。
ハ以
下
省
略
〉
(七
五
丁
裏
i
七
六
丁
表
)
〈刊
)
こ
の
表
は
な
お
改
良
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
傾
向
は
充
分
読
み
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
全
体
を
三
つ
に
分
け
て
-24ー
考
え
て
い
き
た
い
。
I 
三
本
共
通
に
見
ら
れ
る
項
目
a 
(本
文
中
〉
n
U
弓
i
o
o
、i
n
E
phv
勾
i
唱
BA'EA'EAnJム
MA7iu
a
q
E
d
A
3
q
d
a句
P
D
n
F
T
A
n
3
n
ヨ
「3
F
o
n
t
n
ヨ
ワ
u
q
J
A弓
o
o
q
J
P
O
勾
t
Q
d
q
L
1
A
a
q
1
A
1i
1
A
?
u
n
L
9
U
《
d
q
u
q
J
a
q
F
D
R
U
R
υ
F
D
p
h
u
p
h
v
p
n
v
p
n
v
7
・7
・7
・7
・n目
b
〈含
注
釈
〉
I 
二
本
に
共
通
c 
(A
本
・
E
本
〉
2
n
u
ω
m
d
〈
A
本
・
私
抄
〉
A
H
v
a
q
1
t
b
n
L
A
U
d
q
 
qυ
『
U
44
4
4
p
a
ι
u
弓
i
e 
(E
本
・
私
抄
〉
3
也
市
m
M
H
U
 
l
 
一
本
に
の
み
見
ら
れ
る
f
(A
本
)
ntHVAHV
AHV内
屯
U
市
i
内
L
49
44
g
(E
本〉
日
h
〈弘
妙
〉
唱
i
内
L
G
V
F
O
n
t
q
u
R
U
F
O
7z
nnv
n
4
6A胃
F
0
7
・AKM
O
w
-
A
q
u
aq
nxu
'i
FhU
AHV
1
品
内
f
u
au
q
u
R
u
p
h
U
7
・06
R
v
nxU
AV
'
i
'i
'
i
の
4
内
L
q
ν
内
J
q
u
q
J
q
J
a
q
a
q
aq
aq
aq
E
d
p
h
u
p
D
P
D
R
U
FO
F
。勾tn'
ni
n
t《
xu
n
S
A
E
n
x
u
n
s
a
は
三
本
と
も
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
項
闘
で
、
間
当
初
の
形
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
b
は
三
本
共
通
に
見
ら
れ
る
が
「
注
釈
」
〈
本
来
加
筆
と
予
想
さ
れ
る
傍
注
・
頭
注
・
脚
注
・
割
注
・
細
字
を
総
称
し
て
以
下
こ
う
記
す
〉
で
登
場
す
る
項
目
で
あ
る
。
三
本
共
通
し
て
注
釈
の
例
も
見
ら
れ
る
が
〈
凶
)
、
大
半
は
A
本
・
E
本
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
が
注
釈
で
、
『
私
抄
』
の
み
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
が
自
に
つ
く
。
c
d
e
は
二
本
に
見
ら
れ
る
項
目
で、
三
本
の
相
関
関
係
を
一
ホ
す
。
f
g
h
は
そ
れ
ぞ
れ
に
単
独
に
見
ら
れ
る
項
目
で
、
さ
ら
に
後
の
段
階
で
の
加
筆
と
思
わ
れ
る
。
- 25-
ま
ず
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
る
。
日
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
一
本
は
ー
を
共
有
し
な
が
ら
も
単
純
な
系
統
づ
け
は
で
き
な
い
山王一実神遂の形成と吉回凝右2見
ょ
う
で
あ
る
〈
A
↓
E
↓
私
妙
、
な
ど
〉。
し
か
し
、
当
初
の
頭
注
・
傍
注
な
ど
が
や
が
て
割
注
・
細
字
と
し
て
本
文
の
中
に
位
置
を
変
え
つ
い
に
は
本
文
に
組
み
込
ま
れ
る
と
い
う
、
一
般
的
に
加
筆
部
分
が
た
ど
る
状
況
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
『
私
抄
』が
比
較
的
後
の
形
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
b
の
過
半
(除
4
日
幻
お
何
日
目
白
臼
侃
打
〉
で
、
A
-
E
両
本
で
注
釈
だ
っ
た
項
目
が
『私
抄
』
で
は
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
d
e
で
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
M
で
は
A
・
E
の
本
文
「
人
ノ
喜
怒
哀
楽
憂
悪
欲
心
ノ
七
情
ハ
七
代
ナ
り
」
〈
A
二
六
七
頁
、
E
一
O
丁
表
も
ほ
ぼ
同
一
)
に
つ
い
て
「
憂
悪
欲
」
↓
「
悲
泣
敬
」
と
訂
正
指
示
の
注
釈
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
『私
抄
』
で
は
訂
正
さ
れ
た
形
が
そ
の
ま
ま
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
(η
も
同
様
〉
。
ま
た
d
e
で
は
指
摘
の
内
容
が
共
通
し
、
し
か
も
『私
抄
』
の
方
が
遥
か
に
詳
細
な
記
述
を
持
つ
〈
d
臼
な
ど
〉。
a
れ
・
b
mな
ど
も
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
『私
抄
』
は
A
-
E
本
よ
り
後
の
段
階
の
形
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
(最
終
成
立
の
時
間
的
前
後
は
別
問
題
)
。
山正一笑神道の形成とー音図書長右説
次
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
三
本
は
揃
っ
て
、
兼
右
説
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
既
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
(u
v
 
兼
右
自
身
の
言
葉
と
は
思
え
な
い
も
の
が
各
々
本
文
に
見
ら
れ
る
〈
凶
〉
。
こ
こ
か
ら
三
本
は
、
当
初
の
兼
右
講
説
に
開
設
目
作
成
者
の
加
筆
を
経
た
段
階
が
あ
り
(
こ
れ
を
以
下
「
原
本
」
と
呼
ぶ
〉
、
原
本
に
比
較
的
近
い
a
b
の
段
階
後
、
そ
れ
に
多
少
の
加
筆
・削
除
で
き
る
。
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
を
施
し
(
c
d
e
に
あ
た
る
)
同
時
に
各
系
統
独
自
の
加
筆
を
も
経
て
(
同
f
g
h
〉
現
在
の
形
に
到
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
宮口
問
兼
右
講
説
+
開
設
田
作
成
者
加
筆
(原
本
段
階
)
( 
加
筆
? 
、~
「丁イ
カ日加加
筆鋒主任
l 
E 
本
A 
本
- 26-
私
妙
が
、
実
は
恵
賢
の
存
在
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
原
本
段
階
と
加
筆
後
の
三
本
の
距
離
は
ど
の
程
度
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
の
『私
抄
』
の
み
、
加
筆
の
主
体
と
し
て
恵
貸
の
名
が
見
ら
れ
る
〈
1
9
U
V
9
U
は
私
妙
に
の
み
見
ら
れ
る
項
目
で
あ
り
、
後
の
で
あ
る
。
加
筆
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
も
可
能
に
見
え
る
。
し
か
し
、
恵
賢
が
後
世
の
加
筆
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
事
を
示
す
の
が
、
ー
の
存
在
項
目
1
で
、
三
本
と
も
内
容
は
共
通
す
る
が
A
本
は
傍
注
、
E
本
は
頭
注
で
あ
る
。
三
本
共
通
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
ー
は
原
本
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
注
釈
で
あ
る
こ
と
か
ら
お
そ
ら
く
聞
書
作
成
者
の
加
筆
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『私
抄
』
で
は
そ
れ
は
「
恵
賢
私
に
難
じ
て
云
ふ
」
と
本
文
中
に
記
さ
れ
た
。
も
し
こ
こ
で
『私
抄
』
の
形
態
の
成
立
が
A
・
E
本
に
先
行
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
A
-
E
両
本
は
本
来
本
文
に
あ
っ
た
文
章
を
わ
ざ
わ
ざ
傍
注
・頭
注
に
移
し
た
こ
と
と
な
る
。
「
悪
賢
私
:
:
:
」
の
表
示
か
ら
兼
右
説
で
な
い
こ
と
を
僚
っ
て
と
い
う
考
え
は
、
一
応
説
得
力
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
実
際
は
「
恵
賢
」
と
加
筆
主
体
を
明
示
し
て
い
な
い
多
く
の
箇
所
で
、
「
私
云
」
等
が
1
同
様
に
傍
注
等
に
移
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
却
っ
て
少
い
。
「
恵
賢
」
の
表
示
の
有
無
に
関
ら
ず
本
文
(私
抄
〉
と
注
釈
(A
・
E
本
)
の
関
係
が
見
ら
れ
、
本
文
を
わ
ざ
わ
ざ
注
釈
に
移
す
(し
か
も
不
完
全
に
〉
の
は
不
自
然
と
考
え
ら
れ
る
の
で、
『私
抄
』
先
行
説
成
立
の
見
込
は
薄
い
。
一
方、
『私
抄
』
の
方
が
A
-
E
本
よ
り
後
の
形
態
を
示
す
と
考
え
る
な
ら
、
今
度
は
1
で
「私
云
」
を
「恵
賢
私
難
云
」
と
書
き
- 27-
換
え
た
〈
し
か
も
本
文
に
組
み
込
ん
だ
形
で
〉
理
由
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
一
見
勝
手
な
書
き
換
え
が
許
さ
れ
る
の
は
、
唯
一
A
・
山王一実神道の形成と吉田兼右説
E
の
「
私
」
が
恵
賢
で
あ
っ
て
、
恵
賢
の
指
示
下
に
書
き
換
え
る
場
合
に
の
み
正
当
性
を
持
つ
と
考
え
る
。
つ
ま
り
兼
右
講
説
の
聞
書
作
成
時
に
1
は
注
釈
で
あ
り
、
A
-
E
本
は
そ
れ
を
転
写
し
た
系
統
、
一
方
『弘
抄
』
は
そ
れ
を
恵
賢
自
身
の
指
示
で
写
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
加
筆
A 
本
兼
右
続
税
+
恵
賢
注
釈
加
筆
(原
本
段
階
)
E 
本
私
t少
恵
制
以
の
操
作
山王ー突神道の形成と吉岡兼右説
筆
者
は
現
時
点
で
は
、
こ
れ
が
最
も
l
の
説
明
に
適
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
仮
説
の
成
立
如
何
に
関
わ
る
も
の
の
、
聞
書
作
成
者
は
恵
賢
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
三
本
は
兼
右
講
説
を
元
に
恵
賢
が
作
成
し
た
問
書
(
引
原
本
〉
に
基
づ
き
、
各
々
の
系
統
の
中
で
相
伝
さ
れ
加
筆
が
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
系
統
の
加
筆
を
示
す
と
比
定
さ
れ
る
。
c
d
e
は
原
本
に
対
す
る
取
捨
選
択
、
f
g
h
は
各
以
上
か
ら
、
兼
右
講
説
に
基
づ
く
恵
賢
の
聞
書
は
三
本
の
共
通
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
「
私
:
:
:
」
と
あ
る
箇
所
以
外
は
兼
右
説
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
仮
説
に
基
づ
い
て
兼
右
説
を
想
定
し
、
次
節
以
下
で
概
要
を
見
て
い
き
た
い
。
神
と
日
本
に
関
す
る
教
説
兼
右
の
神
道
説
は
ど
の
よ
う
な
性
格
で
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
以
下
一
条
兼
良
・
吉
田
兼
倶
等
の
説
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
す
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。
な
お
上
述
の
仮
説
に
基
づ
き
、
前
節
の
三
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
記
述
を
兼
右
説
と
し
て
扱
う
。
表
示
は
便
宜
的
に
A
本
を
用
い
る
(目
立
っ
て
異
な
る
部
分
は
表
示
す
る
〉
。
ま
ず
本
節
で
は
、
神
と
日
本
に
関
す
る
教
説
を
対
象
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
兼
右
は
神
を
現
象
世
界
を
変
化
さ
せ
る
根
本
的
存
在
と
考
え
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
。
神
ト
云
ハ
、
天
地
元
気
、
万
物
ノ
性
、
衆
生
ノ
心
本
也
。
故
三
大
ニ
置
ク
時
ン
ハ
気
、
万
物
ニ
置
ク
時
ン
ハ
、
松
竹
桜
梅
卜
娠
舞
也
。
我
等
カ
一
心
ニ
置
ク
時
ン
ハ
、
心
王
不
死
ノ
本
源
也
。
故
ニ
有
情
非
情
、
皆
神
明
ノ
反
作
也
。
(二
六
五
頁
〉
こ
こ
で
は
、
神
は
様
々
な
現
象
を
起
こ
す
基
と
さ
れ
、
有
情
も
非
情
も
神
の
「
反
作
」
と
説
か
れ
る
。
神
に
よ
っ
て
松
竹
桜
梅
が
活
動
す
る
(娠
舞
)
と
い
う
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「
反
作
」
と
は
本
体
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
作
用
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
引
用
に
続
く
部
分
で
は
、
日
月
の
運
行
・四
季
の
う
つ
ろ
い
も
神
の
作
用
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
神
は
我
々
の
心
で
は
「
心
王
」
に
当
た
る
と
言
わ
れ
る
。
神
は
人
聞
に
内
在
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
「
不
死
の
本
糠
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
そ
の
本
体
と
し
て
の
固
定
性
が
窺
え
る
。
世
界
を
変
化
さ
せ
る
固
定
的
本
体
が
同
時
に
人
聞
の
心
に
内
在
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
事
が
確
認
で
き
る
。
神
の
そ
の
部
分
を
特
に
代
表
す
る
の
が
、
国
常
立
尊
で
あ
る
。
国
常
立
簿
、
『
纂
疏
』
ノ
意
ハ
、
国
ト
者
、
指
エ
天
地
目
云
ヘ
ル
言
ハ
也
。
常
ト
者
、
不
易
ノ
名
也
。
立
ト
者
、
独
立
ノ
義
也
。
尊
ト
者
、
名
也
。
是
則
君
父
ノ
称
也
、
云
々
。
難
ν
然
吉
回
エ
ハ
此
ノ
義
ヲ
不
ν
用
、
此
ノ
国
常
立
噂
ハ
常
住
不
変
ノ
神
ト
沙
汰
ス
ル
也
。
依
ν
之
無
名
ノ
名
、
無
相
ノ
相
ト
云
也
。
天
地
没
ス
ル
足
、
此
ノ
神
ノ
姿
チ
ハ
不
ν
没
。
天
ニ
ハ
一
盛
ノ
元
、
地
ニ
ハ
一
霊
ノ
元
、
人
ニ
ハ
性
命
ノ
元
、
是
ヲ
大
元
尊
神
ト
云
也
。
此
ノ
神
ハ
得
一
不
二
也
。
放
-
ニ
ニ
形
チ
無
シ
。
挙
足
下
足
、
行
伎
坐
臥
、
造
次
期
柿
ノ
体
、
無
量
無
辺
、
無
終
無
反
、
常
住
ノ
神
体
也
。
(
ニ
七
六
1
二
七
七
頁
)
人
ノ
喜
怒
哀
楽
憂
悪
欲
心
ハ
天
神
七
代
也
。
人
ノ
色
相
ハ
地
ノ
五
行
也
。
眼
耳
鼻
舌
身
、
是
レ
地
神
五
代
也
。
我
等
カ
一
念
不
起
ノ
処
ハ
国
常
立
尊
也
。
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二
六
七
頁
〉
国
常
立
尊
の
性
格
に
つ
い
て
、
ニ
つ
の
点
が
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
現
象
世
界
の
変
化
を
超
越
し
た
絶
対
性
で
、
天
地
が
山主一実神道の形成とさ図策右説
ど
う
な
ろ
う
と
圃
常
立
尊
の
姿
は
不
変
で
常
伎
と
説
か
れ
る
。
も
う
一
つ
は
人
間
と
の
一
体
性
で
、
設
々
の
心
の
本
体
(一
念
不
起
の
処
〉
が
国
常
立
尊
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
前
者
(絶
対
性
〉
に
関
連
し
て
次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
此
神
ハ
国
常
立
尊
ト
同
体
也
。
去
ν
疋
不
同
ヲ
云
時
、
天
エ
御
座
〆
形
チ
ノ
不
ν
顕
常
立
尊
ト
云
也
。
早
姿
ニ
顕
テ
ノ
巳
後
ヲ
御
中
主
ト
申
也
。
ハ
二
八
三
頁
)
天
常
立
尊
是
ハ
天
常
立
ト
国
常
立
ト
云
ぺ
国
ト
天
ト
ノ
不
同
ニ
〆
同
シ
事
也
。
去
レ
巴
凡
不
同
ヲ
云
時
、
天
ニ
御
座
ス
時
ハ
〈
E
弘
マ
守
〉
天
常
立
尊
ト
去
ヒ
、
地
ニ
有
ル
時
ハ
閤
常
立
尊
ト
云
也
。
而
ル
ニ
此
ノ
神
ハ
天
地
神
ノ
三
ヲ
鱗
ル
神
也
。
放
こ
ニ
神
即
一
ノ
神
ト
定
ル
也
。
(二
八
四
頁
〉
サ
テ
吉
国
ノ
家
ニ
ハ
、
天
地
ト
倶
ニ
出
ル
儀
ソ
ト
云
意
ヲ
倶
生
ト
置
也
。
其
ノ
天
地
ト
供
ユ
出
ル
神
ヲ
ハ
准
ソ
ト
云
時
、
国
常
立
尊
也
。
此
時
ハ
、
此
ノ
神
ハ
八
百
万
神
死
ナ
リ
、
又
タ
八
百
万
神
カ
国
常
立
等
疋
成
ル
也
。
ヒ
ロ
グ
時
ン
ハ
天
、
ニ
ギ
ル
時
山王一実神道の形成と吉田空転右説
ン
ハ
地
也
、
云
々
。
(
二
八
二
頁
〉
第
一
の
引
用
は
、
神
代
紀
第
一
段
第
四
の
一
審
に
登
場
す
る
天
御
中
主
神
に
関
す
る
説
明
文
、
第
二
は
、
同
第
七
の
一
書
の
天
常
立
尊
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
国
常
立
尊
と
同
体
と
さ
れ
、
格
の
高
い
諸
神
を
統
合
し
、
ひ
い
て
は
国
常
立
尊
の
絶
対
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
第
三
の
引
用
は
、
「
供
生
」
(天
地
と
共
に
出
現
〉
し
た
国
常
立
尊
は
全
て
の
神
と
一
体
、
と
説
か
れ
る
。
最
高
の
神
格
で
同
時
に
最
大
の
神
格
(諸
神
を
包
合
す
る
意
で
〉
と
見
な
さ
れ
て
い
る
事
が
読
み
取
れ
る
。
一
方
、
後
者
(人
と
の
一
体
性
)
に
つ
い
て
も
関
連
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
神
聖
ノ
二
字
ヲ
カ
ミ
ト
読
也
。
天
地
先
キ
タ
ツ
ヲ
云
ν
神
、
天
地
ノ
後
ニ
生
ス
ル
処
ヲ
聖
ト
云
也
。
我
等
カ
一
心
テ
云
時
ハ
、
念
不
生
ノ
処
ハ
神
、
- 30ー
一
念
起
ル
処
ヲ
聖
ト
云
也
。
『三
五
歴
記
』
一
ハ
、
盤
古
ハ
神
三於
天
ヘ
聖
d
p
於
地
¥
云
々
。
此
サ
レ
ハ
時
ハ
神
ハ
夫
、
聖
ハ
地
ナ
り
。
故
ニ
有
エ天
地
元
川
ヲ
一五
ν
爾
也
。
サ
テ
「
然
後
」
ノ
二
字
ヲ
ハ
、
神
聖
ノ
二
字
当
テ
可
=
心
得
-
。
〈
E
然
〉
自
ν
元
神
ト
一
玄
ハ
、
本
有
ト
有
ν
之
、
正
ク
国
ト
成
り
、
初
テ
ノ
神
ト
云
意
也
。
サ
レ
ハ
『纂
疏
』
ニ
ハ
、
神
聖
ト
者
ハ
、
神
人
(E
怠
測
)
ノ
聖
也
、
云
々
。
而
ル
ニ
神
ト
者
不
側
也
。
聖
ト
者
通
三
万
物
-
云
也
。
人
ト
者
有
情
ノ
総
名
也
。
サ
レ
ハ
唐
ニ
ハ
夷
秋
禽
獣
ヲ
モ
名
ν
人
也
。
其
ノ
神
聖
ト
者
、
人
ノ
中
ニ
得
ν
道
者
ヲ
云
也
。
然
ラ
ハ
人
ハ
万
物
ノ
霊
気
タ
リ
。
此
ノ
気
ヲ
全
フ
ペ
此
ノ
心
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
li
-
-
|
〈
E
被
私
所
〉
ヲ
具
足
ス
ル
則
ン
ハ
、
誰
レ
カ
非
z
神
聖
岳
小
。
難
ν
然
人
欲
心
ノ
形
難
ν
有
、
禽
獣
ニ
不
ν
異
放
ニ
、
今
ニ
此
ニ
人
ト
不
ν
書
、
神
聖
ト
置
玉
フ
也
。
〈二
七
三
頁〉
天
地
生
成
と
人
聞
の
心
が
同
時
に
一
が
さ
れ
、
天
地
が
生
ま
れ
る
前
・心
が
発
動
す
る
前
の
状
態
が
「
神
」
と
言
わ
れ
る
。
二
つ
の
違
っ
た
も
の
を
統
一
す
る
の
は
「
本
有
」
、
つ
ま
り
(
作
用
に
対
す
る
)
本
体
性
と
で
も
い
う
べ
き
性
格
で
あ
る
〈書
紀
本
文
で
、
あ
た
か
も
国
常
立
尊
誕
生
を
天
地
生
成
の
後
の
よ
う
に
記
す
|
時
聞
に
限
定
さ
れ
た
存
在
と
読
め
る
i
の
は
、
実
は
「
然
後
」
、
つ
ま
り
天
地
生
成
後
の
「
初
テ
ノ
神
」
が
園
常
立
尊
な
の
で
あ
っ
て
、
本
来
は
神
は
天
地
生
成
に
関
り
な
く
常
に
存
在
す
る
と
記
さ
れ
る
)
。
そ
し
て
、
そ
の
本
体
性
を
備
え
る
時
ハ此
の
気
を
l
、
此
の
心
を
l
)
人
と
神
は
一
体
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
(
傍
線
部
〉
。
そ
の
他
「
仏
界
、
衆
生
界
、
皆
ナ
万
物
ノ
神
エ
非
ル
者
無
ν
之
」
(
二
六
七
頁
)
「
神
モ
我
等
モ
無
ν
隔
無
ν
一
一
」
(
二
六
八
頁
〉
、
「
我
等
カ
一
念
ノ
上
ニ
モ
此
ノ
三
神
ハ
国
常
立
尊
・
菌
狭
槌
尊
・
豊
樹
淳
首
骨
〉
有
リ
」
〈
二
七
八
頁
〉
、
「
天
下
ノ
人
民
ハ
皆
神
ノ
精
也
ト
云
心
ヲ
以
テ
云
ν
繭
也
」
(二
八
二
頁
〉
、
「一
切
衆
生
ハ
皆
園
常
立
噂
也
」
〈二
八
三
頁
〉
、
「
我
等
カ
一
身
其
盛
天
神
七
代
也
」
〈
二
八
六
頁
〉
な
ど
、
神
〈と
り
わ
け
国
常
立
尊
〉
と
人
の
一
体
性
強
調
が
見
ら
れ
る
。
策
右
説
は
世
界
に
つ
い
て
、
変
化
す
る
現
象
界
と
は
別
に
常
住
不
変
の
存
在
を
措
定
し
そ
れ
を
神
と
名
づ
け
て
い
る
こ
と
、
そ
の
神
(
国
常
立
尊
に
代
表
さ
れ
る
〉
は
人
間
と
(
特
に
発
動
前
の
心
と
〉
一
体
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
等
が
確
認
さ
れ
た
。
次
に
日
本
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
関
連
記
述
を
列
挙
す
る
。
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日
神
出
生
ノ
本
国
ナ
レ
ペ
日
本
国
ト
ハ
云
也
。
〈
二
五
八
頁
〉
山王一実神道の形成とき田兼右税
(E
弘
事
常
)
既
ニ
日
本
国
ハ
天
神
七
代
ヨ
リ
後
胤
也
。
何
ン
ソ
泰
伯
カ
子
孫
ト
云
ハ
ン
鰍
。
ハ
三
ハ
一
頁
)
日
本
ト
云
ハ
三
界
ノ
担
源
、
抽
仲
間
切
ヲ
為
ユ
元
祖
国也
。
国
ヲ
云
ヘ
ハ
神
間
、
ミ
チ
ヲ
云
ヘ
ハ
神
道
也
。
放
ニ
日
本
勝
ル
、
也
。
三
国
ヲ
一
一一
光
ニ
当
ル
時
キ
、
天舶一
一
ハ
月
キ
、
支
那
ハ
星
シ
、
我
国
ハ
日
也
。
星
月
ハ
日
ノ
分
布
也
。
故
こ
ニ
界
ノ
源
ト
万
国
ノ
根
本
也
。
三
光
ノ
中
ニ
ハ
日
第
一
、
三
国
ノ
中
ニ
ハ
日
本
第
一
也。
会
一
六
二
T
良
〉
日
本
国
ハ
三
国
ヨ
り
最
初
ニ
出
来
シ
タ
ル
国
也
。
(
二
六
七
頁
)
こ
こ
に
並
べ
た
記
述
か
ら
、
日
本
の
独
自
性
の
板
拠
を
神
話
に
求
め
て
い
た
意
識
が
読
み
取
れ
る
。
伊
弊
諾
噂
・
伊
弊
邸
内
噂
に
到
っ
て
世
界
に
初
め
て
の
国
(
日
本
国
〉
を
作
っ
た
「
天
神
七
代
」
、
そ
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
天
照
大
神
〈
日
神
)
の
事
蹟
が
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
特
色
と
し
て
宣
揚
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
神
道
の
優
越
を
も
導
き
出
し
て
い
る
。
聖
徳
太
子
、
仏
法
弘
メ
ソ
ト
シ
玉
フ
。
守
屋
カ
云
、
開
闘
ヨ
リ
己
釆
夕
、
此
ノ
同
ハ
神
語
ヲ
伝
へ
テ
、
外
国
ノ
神
話
ヲ
ハ
不
ν
可
ν
山王一笑待選の形成と吉田派右説
用
云
也
。
此
/
時
ハ
守
屋
ハ
仏
ヲ
モ
他
国
ノ
神
ト
云
也
。
サ
テ
上
宮
王
ノ
意
ハ
、
神
仏
ハ
外
相
ハ
替
レ
疋
内
証
ハ
一
致
也
。
サ
レ
ハ
太
子
ノ
密
実
ニ
云
、
我
日
本
ハ
種
子
、
援
且
ハ
枝
葉
、
天
均
一
ハ
花
実
也
。
仏
教
ハ
刀
法
ノ
花
実
、
儒
者
ハ
万
法
ノ
枝
葉
也
ト
去
へ
リ
。
意
ハ
、
神
道
ハ
万
法
ノ
根
源
也
。
儒
道
ハ
枝
葉
也
。
サ
テ
仏
法
ハ
花
実
、
花
ハ
散
テ
担
ニ
帰
ル
道
理
ナ
レ
ハ
、
仏
法
ノ
花
実
ハ
、
必
ス
日
本
ノ
神
国
ノ
根
漉
エ
帰
ル
時
、
仏
法
東
漸
ス
ル
也
。
サ
テ
ハ
花
種
一
体
ナ
レ
ハ
、
神
仏
又
タ
可
二
致
-
云
テ
、
太
子
ト
守
屋
カ
数
度
ノ
合
戦
有
テ
、
終
ニ
太
子
勝
チ
玉
フ
テ
、
日
本
ニ
仏
法
ハ
流
布
ス
ル
也
。
〈
一
二
ハ
ニ
i
二
六
三
頁
〉
有
名
な
「
根
本
枝
葉
花
実
説
」
に
基
づ
き
神
・
儒
・
仏
の
三
教
一
致
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
前
述
の
神
話
〈
世
界
で
初
め
て
国
土
や
神
が
出
現
〉
を
基
盤
と
す
る
自
圃
認
識
の
表
出
で
も
あ
っ
た
。
日
本
の
神
道
こ
そ
が
「
方
法
の
線
源
」
で
あ
る
か
ら
、
神
儒
仏
の
ご
致
」
も
日
本
〈神
道
〉
の
優
越
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
逆
に
、
教
え
の
内
- 32ー
実
は
仏
教
色
の
排
除
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
神
道
ニ
葦
ノ
宮
ヲ
取
ル
事
ハ
、
仏
家
ニ
以
d-蓮
花
-
顕
=
法
体
-
也
。
蓮
花
ニ
ハ
因
果
不
二
、
浄
積
一
体
ノ
旨
ヲ
沙
汰
ス
ル
也
。
今
此
ニ
葦
ノ
響
ヲ
取
ル
事
ハ
、
此
ノ
一
草
ノ
中
ニ
善
悪
ノ
ニ
ノ
名
有
ν
之
。
ヨ
シ
疋
ア
シ
疋
云
也
。
是
則
善
悪
不
二
、
邪
正
「
如
ノ
処
ヲ
可
ν
顕
源
義
也
。
依
ν
之
嘗
ニ
周
ル
也
。
(
二
七
六
頁
〉
鏡
ヲ
中
略
〆
カ
ミ
ト
云
也
。
神
明
ノ
内
証
是
也
。
鏡
ト
云
ハ
、
浄
後
ノ
ニ
ヲ
天
然
ト
浮
ル
物
也
。
去
レ
疋
其
レ
ニ
モ
少
モ
不
ν
染
也
。
人
ノ
心
モ
同
シ
物
也
。
食
欲
眠
意
等
ノ
念
也
。
起
ν
疋
其
レ
ニ
モ
不
ν
染
、
又
タ
不
ν
着
、
普
念
ニ
モ
不
ν
留
、
其
則
鋭
ノ
普
悪
ヲ
浮
フ
ル
カ
如
ク
也
、
云
々
。
(
二
八
七
頁
)
第
一
の
引
用
で
は
、
車
と
蓮
華
の
響
喰
に
寄
せ
て
、
神
道
と
仏
教
の
同
一
一
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
伺
一
点
は
「
善
悪
不
47
邪
正
一
如
」
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
が
第
二
の
引
用
で
も
言
わ
れ
る
。
鏡
の
醤
喰
を
用
い
て
、
「
浄
横
」
を
嫌
わ
ず
染
ま
ら
な
い
性
格
が
理
想
的
な
心
の
あ
り
織
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
仏
教
と
は
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
ど
こ
ま
で
派
右
が
意
識
し
て
い
た
か
は
措
き
、
鏡
を
理
想
的
な
心
の
皆
喰
と
す
る
こ
と
に
は
仏
教
教
学
の
長
い
伝
統
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
神
道
文
献
に
も
鏡
の
犠
喰
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
「
之
を
受
く
に
清
浄
を
以
て
し
、
而
し
て
之
を
求
む
る
に
神
心
を
以
て
し
、
之
を
視
る
に
無
相
無
住
を
以
て
す
べ
し
」
〈『
御
鎮
座
伝
記
号
の
よ
う
に
、
鏡
は
窓
来
清
浄
な
存
在
と
さ
れ
、
清
浄
・不
浄
を
兼
ね
る
仏
教
流
の
見
方
と
は
多
少
距
離
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
引
用
を
総
合
し
『
纂
疏
』
以
来
の
仏
教
へ
の
傾
斜
で
捉
え
て
も
あ
な
が
ち
誤
読
と
は
思
わ
れ
な
い
。
兼
右
説
の
神
道
は
、
=
一
教
一
致
説
に
基
づ
き
そ
の
中
で
の
優
越
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
形
式
的
に
は
神
話
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
神
の
絶
対
性
が
そ
れ
を
支
え
て
い
る
。
神
は
国
常
立
尊
に
代
表
さ
れ
、
世
界
の
担
糠
か
つ
始
源
で
あ
る
こ
と
が
B
本
及
び
神
道
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
神
と
日
本
に
関
す
る
教
説
は
、
絶
対
的
な
機
威
の
主
張
に
伴
っ
て
体
系
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
「普
悪
不
ニ
・
邪
正
一
如
」
の
仏
教
教
理
の
取
り
込
み
も
、
ハ一二
教
を
神
道
中
心
で
一
致
さ
せ
て
の
〉
権
威
強
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山王一実神道の形成と吉田兼右説
調
に
連
動
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
概
観
さ
れ
る
兼
右
説
は
、
そ
れ
で
は
前
代
の
『纂
疏
』
や
吉
田
流
の
伝
統
と
ど
う
関
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
神
の
絶
対
性
に
注
目
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
神
聖
、
猶
ν
言エ
神
人
聖
-也
。
神
者
不
測
之
名
、
聖
者
通
明
也
。
通
詞述
此
理
由而
応
変
無
ν
窮
、
放
日
z
神
聖
日也
。
此
有
z
四
等
-、
一
聖
人
、
ニ
神
人
、
一
盟
神
、
四
神
型
。
初
二
則
可
ν
知
。
三
盟
神
者
、
『尚
部
』
目
、
「
乃
型
乃
神
」
、
『
孟
子
』
回
、
「
大
而
化
ν
之
、
之
謂
ν
聖
、
聖
而
不
ν
可
ν
知
、
之
調
ν
神
」
。
神
調
エ
聖
人
之
心
ヘ
是
聖
之
神
也
。
四
神
聖
者
、
ヲ
ニ
五
歴
記
』
回
、
「
盤
台
、
神
d
w
於
天
-
、
聖
エ
於
地
乙
。
所
謂
此
書
神
聖
也
。
聖
謂
三
神
人
変
化
之
迩
-
、
其
神
之
聖
也
。
若
依
=
一
二
才
之
名
¥
則
可
ν
道
三
人
生
エ
其
中
-
E
世
向
。
何
道
z
神
聖
一
乎
。
回
、
入
者
有
情
之
惣
名
、
故
昌
禦
韓
子
目
、
「命
=於
荷
間
一
、
之
謂
ν
人
」
、
又
目
、
「
夷
秋
禽
獣
皆
山王一笑神道の形成と吉図書転右滋
人
也
、
其
神
聖
者
、
人
中
得
ν
道
者
之
称
。
盤
人
為
=万
物
之
霊
-而
其
所
ν
菓
之
気
、
則
混
一
之
元
気
。
所
ν
起
之
心
、
則
其
一
之
霊
心
。
全
エ此
気
司
、
具
=此
心
目、
則
人
執
不
ν
為
エ
神
聖
"
哉
。
然
為
z
気
質
之
所
ν
拘
人
欲
之
所
v
蔽
、
其
離
ν
性
巴
遠
而
失
v
所
z
以
為
三其
霊
-
者
為
。
是
以
難
ν
有
-
-人
之
形
目、
不
ν
呉
=
於
禽
獣
¥
可
=
大
-F者
在
ν
此
。
放
不
ν
道
ν
人
而
道
三神
聖
-
者
、
激
発
之
言
也
。
ハ
一
条
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
上
一
)
神
聖
|
天
地
開
而
後
ニ
神
生
也
。
吾
国
神
明
先
手
天
地
-
ト
云
ト
、
此
ハ
相
違
ス
ル
也
。
蓋
神
ハ
天
地
之
先
也
。
聖
ハ
天
地
之
後
也
。
神
ヲ
一
心
ニ
返
照
〆
ミ
レ
ハ
、
先
エ
天
地
-
不
ν
為
ν
先
、
後
二
天
地
一
不
ν
為
ν
後
、
元
来
揮
沌
未
分
先
也
。
「
然
後
」
ノ
字
ヲ
ハ
、
聖
{
子
ヘ
カ
ケ
テ
ミ
ル
ヘ
シ
。
神
聖
ノ
ニ
字
ハ
、
神
ト
人
ト
ノ
義
也
。
一
念
不
生
神
ニ
テ
無
形
無
気
也
。
聖
ト
云
ハ
一
一
軍
心
ノ
分
ヲ
云
ソ
。
人
ハ
後
三
天
地
-
生
、
知
エ
天
地
之
始
日
、
先
z
天
地
即死
、
知
z
天
地
之
終
-
也
。
『孟
子
』
大
而
化
調
=
之
聖
ヘ
ム
ベ
而
難
ν
知
謂
=之
神
¥
云
h
。
与
ε
此
義
-
相
合
也
。
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(吉
田
兼
倶
『
日
本
由
紀
神
代
抄
』〉
吉
田
一
家
ノ
義
ニ
、
吾
闇
ノ
神
ハ
、
先
=天
地
】
之
神
也
。
然
ニ
、
此
ニ
ハ
天
地
ノ
後
ニ
一
神
生
ト
云
ハ
不
審
也
。
神
ノ
名
文
-
一
、
聖
人
後
z
天
地
-生
而
知
=
天
一
地
始
¥
先
=
天
地
-没
知
s
天
地
終
目、
天
地
始
終
在
二
心
上
-
ト
云
ヘ
リ
。
仏
教
ニ
云
ナ
ラ
ハ
、
器
世
間
カ
出
来
テ
、
有
情
ガ
生
ス
ル
也
。
サ
ル
ホ
ト
ニ
、
此
ニ
一
神
ト
パ
カ
リ
ハ
イ
ワ
ス
〆
、
聖
ノ
字
ヲ
入
レ
夕
日
。
神
ハ
天
地
ノ
先
、
型
ハ
天
地
ノ
後
ト
云
心
ソ
。
『
纂
』
ユ
ハ
、
神
人
ノ
型
ト
云
心
也
。
神
ハ
、
陰
陽
不
測
ノ
神
也
。
型
ハ
、
適
切
ノ
人
ソ
。
此
ニ
四
ア
リ
。
四
ユ
ハ
神
聖
也
。
聖
神
ト
ハ
、
『
尚
苫
』
ニ
、
乃
聖
乃
神
ト
去
。
『
孟
一ユ
ハ
聖
人
、
ニ
ニ
ハ
神
人
、
一ニニ
ハ
聖
人
、
ニ
、
大
ニ
和
ヲ
臼
ν
聖
、
聖
人
ノ
上
二
小
ν
可
ν
知
ヲ
神
ト
云
。
神
聖
ハ
、
『三
五
歴
記
』
〈特
)
窮
ニ
奇
時
ナ
ル
事
ノ
ア
ル
ヲ
云
也
。
抽
什
-
甲子
天
-
、
聖
a
甲子
地
日ト
云
タ
ル
ソ
。
若
三
才
ニ
ヨ
ツ
テ
云
ナ
ラ
ハ
、
天
地
人
ヂ
ャ
ホ
ト
子
ニ
、
接
古
王
ノ
事
ニ
、
神
人
ノ
無
ニ
、
人
ト
コ
ソ
云
ヘ
キ
ヲ
、
神
聖
ト
ハ
何
事
ソ
ナ
レ
ハ
、
人
ハ
有
情
ノ
総
名
也
。
軸
騨
昌
繋
ヵ
、
命
エ
両
間
-
者
、
是
白
ν
人
云
タ
レ
ハ
、
禽
獣
ヲ
モ
人
ト
云
ヘ
シ
。
故
ニ
一
英
道
ヲ
得
タ
ル
人
ヲ
ハ
、
神
聖
ト
云
ヘ
シ
。
放
ニ
此
ニ
モ
神
聖
ト
云
。
気
質
ノ
ウ
ケ
ヤ
ウ
ニ
ヨ
リ
テ
、
賢
ト
ナ
リ
、
愚
ト
ナ
リ
、
或
ハ
鳥
類
畜
類
ト
モ
ナ
ル
也
。
大
学
ノ
序
ノ
時
ニ
見
ユ
ル
事
ナ
リ
。
畢
寛
、
『
纂
書
』
ノ
心
ハ
、
三
才
ヲ
云
ニ
理
テ
一志
ヘ
ハ
、
前
後
次
第
ハ
ア
ル
マ
イ
。
建
立
ス
レ
ハ
、
如
ν
此
次
第
ス
ル
也
。
〈清
原
宜
賢
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』〉
紀
本
文
の
天
地
生
成
に
続
く
国
常
立
尊
出
現
の
箇
所
〈「
然
し
て
後
に
、
神
聖
、
其
煩
を
厭
わ
ず
長
々
し
く
引
用
し
た
が
、
す
べ
て
の
中
に
生
れ
ま
す
」
〉
の
説
明
部
分
で
あ
る
。
既
に
示
し
た
兼
布
説
と
比
較
す
れ
ば
、
多
く
の
点
が
策
良
以
来
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
〈出
典
の
み
に
限
定
し
て
も
、
『尚
書
』
『
孟
子
』
『
三
五
歴
記
』
な
ど
〉
。
し
か
し
、
兼
倶
段
階
で
登
場
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
。
即
ち
「
神
明
は
天
地
に
先
ん
ず
」
で
あ
る
。
国
常
立
尊
の
絶
対
性
の
主
張
の
中
で
、
そ
の
「
常
住
・
不
変
」
な
性
格
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
天
地
が
生
成
し
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
国
常
立
尊
は
時
空
を
超
越
し
て
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
『纂
疏
』
に
は
記
述
が
見
ら
- 35ー
れ
ず
、
「
神
」
と
「
聖
」
の
使
い
分
け
に
よ
っ
て
明
確
に
述
べ
ら
れ
る
の
が
兼
倶
の
段
階
で
あ
る
。
先
に
兼
右
説
に
二
字
(神
聖
)
の
山王一実神道の形成と吉田派省説
使
い
分
け
や
「
供
生
」
の
新
解
釈
〈註
日
)
が
見
ら
れ
る
事
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
ら
の
閤
常
立
噂
の
絶
対
性
強
調
は
、
突
に
嫌
供
以
来
の
記
述
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
二
方
、
神
と
人
(
の
心
〉
の
一
体
性
に
つ
い
て
は
、
『
纂
疏
』
段
階
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
の
絶
対
性
の
強
調
は
、
同
時
に
三
国
(三
教
〉
の
中
で
の
日
本
〈神
道
〉
優
越
を
も
た
ら
す
。
一
条
兼
良
は
前
代
の
、
あ
る
い
は
仏
教
あ
る
い
は
儒
教
に
傾
斜
し
た
書
紀
解
釈
の
流
れ
に
対
し
、
三
教
一
致
を
説
い
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
兼
倶
が
、
「
根
本
枝
葉
果
実
説
」
に
よ
っ
て
三
教
の
中
で
も
神
道
の
優
越
を
強
調
し
た
と
い
う
の
も
有
名
な
話
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
も
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
兼
右
説
は
兼
倶
説
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
兼
右
説
は
、
神
と
日
本
に
関
す
る
教
説
の
大
半
を
祖
父
派
供
に
拠
っ
て
い
る
。
多
く
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
そ
の
淵
源
を
一
条
策
由
民
の
学
識
に
ま
で
遡
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
重
要
な
神
の
絶
対
性
の
概
念
に
つ
い
て
は
策
供
の
影
響
下
で
、
引
き
続
き
そ
の
も
と
で
の
体
系
を
保
持
し
て
い
る
。
従
っ
て
以
上
の
点
で
、
兼
右
説
は
嫌
供
説
の
忠
実
な
祖
述
の
位
置
に
あ
る
。
そ
れ
山王一笑神道の形成と吉田現在省説
を
本
節
の
結
論
と
し
た
い
。
文
字
と
歌
に
関
す
る
教
説
兼
右
説
に
は
、
そ
れ
以
前
の
吉
田
家
の
教
説
に
対
し
特
に
新
た
な
点
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
現
時
点
で
そ
の
問
い
に
答
え
る
用
意
は
無
い
が
、
以
下
い
く
つ
か
気
に
か
か
る
事
を
記
し
て
お
き
た
い
。
最
も
明
確
な
相
違
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
全
体
の
構
成
で
あ
る
。
『
纂
疏
』
が
十
段
構
成
ハ
一
ニ
才
開
始
・
七
神
化
生
・
八
州
起
源
・
万
物
造
化
・
瑞
珠
盟
約
・
宝
鏡
図
象
・
神
鋼
奉
天
・
天
孫
降
臨
・
兄
弟
易
幸
・
神
皇
紹
運
)
と
す
る
の
に
対
し
、
吉
田
家
で
は
第
八
段
経
営
天
下
を
加
え
る
。
と
こ
ろ
で
兼
右
は
、
さ
ら
に
第
十
段
三
神
出
火
を
加
え
十
二
段
鴻
成
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
兼
右
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の
九
段
天
孫
降
臨
・
十
段
三
神
出
火
の
二
段
が
従
来
の
第
九
段
に
相
当
す
る
。
但
し
、
策
右
自
身
は
「
纂
疏
ニ
ハ
十
一
段
ト
シ
玉
フ
也
。
サ
テ
吉
田
ノ
家
ニ
ハ
十
二
段
立
玉
フ
也
」
ハ
A
二
六
人
頁
〉
と
言
い
、
自
ら
の
意
識
と
し
て
は
吉
田
家
流
に
従
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
辺
の
事
情
は
未
詳
で
あ
る
。
次
に
自
に
つ
く
の
は
、
巻
末
に
見
ら
れ
る
六
首
の
歌
の
書
き
披
き
で
あ
る
。
左
に
示
す
。
ヤ
タ
モ
タ
ツ
イ
ツ
金
守
z
b
a
守
ツ
マ
ヨ
メ
ユ
ヤ
エ
a
H
a
守
ツ
タ
ル
ソ
ノ
ヤ
エ
-
n
今
夜
句
茂
多
菟
伊
努
毛
夜
覇
餓
岐
菟
磨
語
味
爾
夜
覇
餓
棋
菟
倶
慮
贈
廼
夜
務
餓
岐
廼
.
，
e
ナ
ι
N
・Y
.
，
hF
・
'
ナ
ハ
タ
ノ
角
'
a
y
m
e
a
n
-，
.
，
J
ミ
匁
，
a
w
r
ア
ナ
タ
マ
れ
ド
h
T
2
・
'e-
，
.
，
吻
，
，
ス
ア
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a
H
阿
母
奈
腫
夜
乙
登
多
奈
婆
多
廼
汗
奈
餓
勢
鹿
多
磨
廼
弥
索
磨
鹿
廼
阿
奈
陀
磨
波
夜
弥
多
繭
輔
柁
和
陀
運
須
阿
鹿
紫
会
多
伽
避
願
欄
'
'
・
9
a
n
ル
ヒ
ナ
ツ
メ
J
4
9
'
'
A
ヒ
ト
イ
シ
-
n
'
'
'
A
7
・e
ア
ミ
ハ
リ
η
-
F
L
y
e
g
g
シ
'
リ
ヨ
ホ
イ
シ
カ
ハ
ヵ
，
阿
磨
佐
筒
鹿
避
奈
菟
謎
廼
以
和
多
選
須
紫
西
渡
以
嗣
箇
播
箇
柁
輔
智
商
阿
弥
播
利
和
柁
嗣
妹
虚
預
嗣
預
利
拠
樹
以
嗣
箇
播
筒
柁
輔
智
有
色
守
ツ
モ
ハ
A
q
-
-
ハ
2
3
L
v
a
v
佳
品
マ
ネ
争
ヨ
モ
ア
タ
ハ
男
か
を
9
ハ
マ
ワ
チ
a
p
U
7
憶
企
都
茂
幡
陸
商
幡
誉
艮
耐
母
佐
禰
耐
拠
茂
阿
党
播
怒
介
茂
誉
播
摩
都
智
耐
理
誉
en
今
ツ
b
U
7
a
H
モ
ツ
タ
シ
?
ニ
ワ
カ
イ
ふ
シ
イ
モ
ハ
り
ス
ラ
シ
2
，r
ヨ
ト
コ
ト
e
飲
企
都
登
利
朝
茂
豆
句
志
摩
繭
和
我
調
禰
志
伊
茂
幡
和
繁
運
酒
巻
能
拠
到
駒
到
母
a
N
'
a
n
u
F
ハ
ア
リ
ト
ヒ
ト
ハ
イ
ヘ
争
各
9
8
3
ソ
イ
ツ
タ
フ
ト
タ
ア
リ
ケ
リ
阿
朝
榔
磨
廼
批
詞
利
播
阿
利
登
比
到
播
伊
猟
耐
企
明
我
誉
贈
比
志
多
輔
妬
句
阿
利
計
利
(
A
四
三
一
ニ
i
四
三
四
頁
〉
い
ず
れ
も
書
紀
神
代
巻
の
中
に
登
場
す
る
歌
で
あ
る
が
、
巻
末
に
書
き
並
べ
る
こ
と
は
兼
倶
・宜
賢
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
雑
木
右
説
の
諸
本
(
第
一
節
参
照
〉
を
調
べ
る
と
、
『私
抄
』
及
び
A
D
F
G
に
は
見
ら
れ
る
が
E
に
は
見
ら
れ
な
い
(
C
は
第
五
段
以
降
欠
け
る
た
め
判
断
で
き
ず
、
B
は
筆
者
未
見
)
。
後
の
加
筆
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
殆
ど
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
原
本
段
階
で
既
に
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
レ
て
兼
右
、
さ
ら
に
は
吉
田
家
が
和
歌
を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
推
測
を
試
み
た
い
。
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兼
右
の
神
代
巻
歌
謡
に
対
す
る
見
方
に
関
連
し
、
『
日
本
書
紀
歌
註
』
〈
東
北
大
学
狩
野
文
康
蔵
写
本
〉
の
神
代
巻
部
分
に
は
、
上
山王一実神道の形成と吉岡兼右説
記
の
六
首
が
注
釈
付
き
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
告
の
巻
末
の
奥
書
に
は
、
「
元
禄
三
庚
午
九
月
」
の
下
に
「
ト
部
兼
右
御
自
筆
青
木
主
計
秘
々
中
神
秘
永
弘
」
と
割
書
さ
れ
て
い
る
。
六
首
は
兼
右
段
階
で
、
一
揃
い
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
ニ
テ
ウ
ツ
ス
分
か
る
。
但
し
『歌
註
』
注
釈
の
内
容
は
『私
抄
』
等
、
さ
ら
に
宣
賢
説
に
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
か
ら
、
兼
右
独
自
と
い
う
よ
り
吉
田
家
と
し
て
の
、
神
代
巻
歌
謡
へ
の
注
目
の
性
質
が
よ
り
重
要
で
あ
る
。
神
代
巻
注
釈
の
中
で
六
首
を
取
り
上
げ
る
例
は
、
兼
倶
に
も
見
ら
れ
る
。
実
際
の
記
述
は
兼
右
・宣
賢
に
比
べ
大
幅
に
少
い
が
、
そ
れ
と
は
別
に
兼
倶
と
書
紀
歌
謡
の
関
係
を
示
す
記
述
が
見
ら
れ
る
。
兼
右
の
記
述
か
ら
一
例
挙
げ
る
。
八
色
ノ
雲
カ
立
ツ
ト
意
得
、
伊
都
毛
ト
去
ハ
、
イ
ツ
モ
常
住
三
室
、
刀
立
ツ
ト
可
z
心
得
L
U。
此
ノ
歌
ヲ
所
詮
夜
句
茂
ト
云
ハ
、
ハ
歌
仙
ノ
秘
曲
ト
シ
玉
フ
也
。
依
ν
去
定
家
卿
モ
、
吉
国
ノ
十
一
代
前
キ
ノ
兼
直
ニ
御
相
伝
有
リ
。
サ
テ
ハ
歌
仙
ノ
秘
曲
モ
此
ノ
神
道
ヨ
り
出
タ
リ
ト
、
云
々
。
(A
三
九
O
i
三
九
一
頁
)
山王一笑神道の形成と含図書者右説
「
八
雲
立
つ
i
」
の
歌
に
関
し
て
吉
田
兼
直
〈兼
倶
の
九
代
前
〉
か
ら
藤
原
定
家
へ
伝
授
が
な
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
兼
直
・
定
家
に
仮
託
さ
れ
た
伝
授
(
八
雲
神
詠
伝
〉
に
つ
い
て
は
三
輪
正
胤
・
新
井
栄
蔵
両
氏
の
研
究
に
よ
り
、
兼
倶
段
階
で
宗
祇
と
の
交
渉
の
中
で
生
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
「
八
雲
神
詠
伝
」
は
、
「
八
雲
立
つ
1
」
歌
を
め
ぐ
る
歌
学
者
の
秘
伝
と
吉
田
流
の
神
道
が
相
ま
っ
て
成
立
し
て
い
る
が
、
神
道
側
で
は
「神
に
よ
る
統
一
世
界
、
即
ち
諸
相
を
み
つ
め
つ
つ
、
原
点
を
見
る
と
い
っ
(幻
)
た
根
源
的
な
思
考
の
あ
り
方
」
が
大
き
く
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
い
た
こ
と
は
第
二
節
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
兼
右
説
で
そ
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
吉
田
家
と
交
渉
を
持
っ
た
歌
学
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
種
々
の
流
派
に
分
れ
各
種
の
異
説
を
発
展
さ
せ
、
ま
た
仏
教
と
の
習
合
が
図
ら
れ
た
。
次
に
、
そ
の
中
で
も
密
教
的
な
濯
頂
儀
礼
を
取
り
入
れ
る
動
き
を
見
せ
、
そ
れ
故
後
世
強
い
影
響
- 38-
力
を
持
っ
た
一
派
(為
顕
流
〉
の
秘
伝
「
金
玉
双
義
」
か
ら
、
「
和
歌
」
に
つ
い
て
定
義
し
た
部
分
を
引
用
す
る
。
ま
ず
「歌
」
に
つ
い
て
。
次
に
謂
と
い
う
字
、
寄
言
と
霊
園
け
り
。
う
た
こ
と
ば
と
よ
め
り
。
天
台
に
い
は
く
、
語
の
法
は
み
な
如
々
の
理
体
処
無
言
説
の
処
を
歌
と
い
へ
り
。
然
ば
、
生
仏
無
分
別
の
智
と
な
る
処
を
歌
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
こ
の
心
を
知
得
せ
ば
か
な
ら
ず
別
に
仏
道
を
修
行
せ
ず
と
も
和
歌
を
詠
吟
せ
ば
仏
果
得
道
勿
論
な
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
現
世
安
穂
、
後
生
善
所
う
た
が
ひ
な
き
も
の
な
り
。
よ
っ
て
和
歌
の
明
徳
か
く
の
ご
と
く
秘
密
有
り
。
(神
宮
文
庫
蔵
『玉
伝
深
秘
巻
』〉
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
歌
が
即
ち
仏
道
で
あ
る
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
「
仏
果
得
道
」
も
「
現
世
安
穏
・
後
生
善
所
」
も
歌
を
詠
む
こ
と
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
次
に
「和
歌
」
の
「
和
」
に
つ
い
て
の
部
分
も
挙
げ
る
。
サ
レ
ハ
一
切
万
物
及
仏
神
マ
テ
歌
-
-
ヨ
ミ
納
ル義
ヲ
和
ト
也
。
故
-
-口
千
八
ト
去
也。
入
方
ノ
万
象
ヲ
読
験
ス義
也
。
(中
略
)
入
方
ノ
万
物
サ
レ
ハ
森
火
万
能
此
内
J
ノ
サ
マ
リ
テ
、
一
塵
Z
不
ν
捨
寄
ニ
読
入
f
故
也
。
諸
以
弁
万
法
万
物
ノ
音
声
皆
是
歌
也
二
切
荒
悪
ノ
心
ヲ
和
ヶ
読
故
二
和
b
l也
。
寄
J
宅
可
吋
可
吋
言
」
抗
也
。
如
ν
此
ニ
万
物
ノ
自
性
皆
歌
也
ヲ
和
ヶ
テ
、
万
物
ヲ
三
十
一
円
子
三
連
g
以
テ
和
J
玄
也
。
. 。
(
書
陵
部
蔵
『金
玉
双
義
』〉
「
や
ま
と
う
た
は
:
:
:
を
と
こ
女
の
な
か
を
も
や
わ
ら
げ
」
〈
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
〉
に
基
づ
き
、
和
歌
(分
解
す
る
と
口
千
八
〉
は
万
物
を
和
げ
る
と
説
く
。
さ
ら
に
ご
臨
も
捨
て
る
こ
と
は
な
い
」
「
全
て
の
も
の
の
持
つ
音
は
和
歌
で
あ
る
」
「
全
て
の
心
は
和
歌
に
よ
り
和
ら
ぐ
」
そ
し
て
「
和
歌
こ
そ
全
て
の
も
の
の
本
質
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
ハ
取
意
〉
。
こ
の
、
和
歌
が
一
切
の
担
源
で
あ
る
と
い
う
記
述
や
、
前
の
引
用
の
、
和
歌
の
勝
れ
た
働
き
を
説
い
た
記
述
を
見
る
時
連
想
さ
れ
る
の
は
、
例
え
ば
兼
右
説
の
次
の
部
分
で
あ
る
。
所
詮
伊
弊
諾
、
伊
葬
品
問
尊
、
陰
陽
和
合
有
テ
万
物
出
生
シ
玉
フ
時
、
文
字
そ
出
来
ス
ル
也
。
必
ス
白
イ
紙
ニ
黒
イ
文
字
ヲ
書
ク
(E
弘
守
マ
〉
(E
背
〉
計
り
カ
文
字
ト
思
フ
ハ
狭
キ
也
。
森
羅
万
像
皆
文
字
也
。
春
ハ
陽
気
ヲ
得
テ
、
千
草
万
木
ニ
春
キ
文
字
ヲ
顕
シ
、
秋
ハ
紅
葉
ト
- 39ー
山主一笑神道の形成と曾阻液右2見
文
字
ヲ
顕
ス
也
。
万
物
ノ
性
、
音
声
ヲ
備
へ
、
鶴
涙
、
風
戸
、
鶏
鳴
、
狗
吠
モ
、
皆
ナ
ロ
唇
舌
内
ノ
音
戸
ニ
非
ラ
ン
鍬
。
此
時
ハ
万
物
ノ
性
虫
、
皆
自
然
ノ
文
字
也
。
(A
二
五
七
頁
〉
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
『
森
羅
万
像
皆
文
字
」
の
説
も
、
現
象
世
界
の
根
源
を
指
向
す
る
点
で
歌
学
容
と
同
一
の
思
考
様
式
を
示
す
。
そ
し
て
吉
田
神
道
で
は
、
根
源
・
始
源
と
し
て
の
神
が
現
象
世
界
を
統
合
し
て
い
た
。
従
っ
て
兼
右
説
で
は
神
・
文
字
が
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
し
て
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
事
は
ま
た
、
歌
学
蓄
に
お
け
る
「
和
歌
」
と
も
共
通
し
た
性
絡
を
示
し
て
い
る
事
に
他
£
‘
フ
工
、
。
J'件LV
e
d
-
-
L
V
以
上
の
諸
点
か
ら
、
『
私
抄
』
等
に
見
ら
れ
る
和
歌
六
首
の
扱
い
は
一
種
の
呪
歌
と
し
て
特
別
視
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
た
い
。
何
故
な
ら
ば
、
歌
学
の
世
界
に
見
ら
れ
る
和
歌
に
よ
る
得
道
等
は
、
兼
倶
以
来
の
吉
田
神
道
で
は
非
常
に
受
け
入
れ
易
い
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
兼
右
流
の
、
文
字
を
根
源
的
存
在
と
措
定
す
る
説
は
、
同
時
に
そ
れ
が
神
〈神
の
は
た
ら
き
)
を
示
す
と
見
な
さ
山王一笑神道の形成と吉田策右説
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
歌
学
に
お
け
る
「
和
歌
」
も
「
文
字
」
問
機
の
性
絡
を
持
っ
た
ま
ま
、
吉
田
流
の
神
道
に
取
内
初
〉
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
か
ら
兼
倶
以
降
の
吉
田
家
に
お
い
て
、
和
歌
は
神
の
あ
ら
わ
れ
・
神
へ
の
回
路
と
見
な
さ
れ
る
蓋
然
性
が
生
ま
れ
る
。
『私
抄
』
等
の
六
首
和
歌
の
書
き
按
き
を
、
そ
う
し
た
観
念
の
発
露
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
、
乏
し
い
材
料
の
中
で
こ
う
推
測
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
兼
右
説
の
新
た
な
創
造
と
見
な
す
こ
と
は
無
理
が
あ
る
が
、
〈
お
〉
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
一
つ
の
享
受
の
可
能
性
と
お
わ
り
に
l
山
王
一
実
神
道
と
の
接
点
|
既
に
、
兼
倶
|
宣
賢
|
兼
右
と
引
き
継
が
れ
た
書
紀
解
釈
の
流
れ
を
追
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
見
ら
れ
た
の
は
、
①
兼
倶
以
降
、
絶
- 40-
対
的
な
神
の
観
念
が
成
立
し
世
界
の
秩
序
を
構
想
す
る
中
心
と
な
っ
た
こ
と
、
②
そ
の
影
響
下
、
文
字
や
和
歌
が
世
界
の
根
源
に
関
り
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
働
き
を
持
つ
と
観
念
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
、
の
二
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
〈特
に
後
者
が
)
山
王
一
実
神
道
形
成
に
ど
う
関
っ
た
か
を
、
最
後
に
考
え
て
み
た
い
。
(
日
刊
〉
天
海
が
歌
学
の
世
界
に
親
し
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
晩
年
に
古
今
伝
授
を
受
け
た
事
実
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
が
貴
族
社
会
最
高
の
知
識
体
系
と
し
て
、
社
会
的
地
位
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
事
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
古
今
伝
授
に
は
、
単
な
る
地
位
の
象
徴
以
上
の
隠
さ
れ
た
意
味
も
あ
っ
た
。
関
ケ
原
合
戦
前
夜
に
細
川
幽
斎
の
一
命
が
勅
命
に
よ
り
保
た
れ
た
の
は
、
古
今
伝
授
の
断
絶
を
忌
避
す
る
と
い
う
名
目
で
あ
っ
た
。
既
に
先
学
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
古
今
伝
授
は
主
権
の
最
も
奥
深
い
所
(幻
)
に
関
わ
る
和
歌
の
側
か
ら
の
秘
儀
で
あ
っ
た
。
〈
刊
岬
〉
古
今
伝
授
は
和
歌
の
働
き
を
記
す
知
識
体
系
の
最
も
頂
点
に
位
置
す
る
。
そ
の
働
き
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
流
布
し
た
形
を
一
つ
挙
げ
る
。凡
和
歌
は
、
国
を
治
人
を
化
す
る
源
、
心
を
和
思
を
遺
る
基
也
。
(中
略
〉唯
治
世
の
基
、
神
道
の
妙
に
叶
の
み
に
非
、
文
仏
法
の
正
理
に
も
通
ず
る
放
に
や
、
清
水
の
観
音
は
、
し
め
ぢ
が
原
の
さ
し
も
草
と
詠
給
、
善
光
寺
の
如
来
は
、
厩
戸
の
王
子
に
贈
答
し
給
へ
り
。
〈
『源
平
盛
衰
記
』
巻
七
和
歌
の
徳
の
事
)
和
歌
に
つ
い
て
、
内
面
の
働
き
〈人
を
化
す
・
心
を
和
ら
げ
る
)
の
他
に
、
「
治
国
」
「
治
世
」
と
い
う
世
俗
的
機
能
も
記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
仏
神
の
心
に
適
う
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
働
き
を
持
つ
歌
の
例
と
し
て
、
「
猶
た
の
め
(
M
W
V
 
わ
が
よ
の
中
に
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
歌
が
、
天
海
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
痕
跡
し
め
ぢ
が
は
ら
の
さ
せ
も
ぐ
さが
残
さ
れ
て
い
る
。
山王一笑神道の形成と吉岡兼右説
古
伝
云
、
勝
道
講
師
、
シ
メ
チ
カ
ハ
ラ
山
中
奥
標
茅
原
於
ν
今
有
ν
之
ナ
忽
タ
ノ
メ
シ
メ
チ
カ
ハ
ラ
ノ
品7
L
y
e
ク
必マ
ヴ
レ
ヨ
ノ
ナ
カ
ニ
ア
ラ
シ
カ
ギ
リ
ハ
猶
頼
標
茅
原
一
切
衆
生
我
世
中
在
限
、
御
詠
歌
於
z
山
中
-
人
皆
祝
唄
也
。
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弘
仁
七
年
四
月
日
、
詣
z
日
光
山
中
禅
寺
ヘ
(中
略
)
勝
道
講
師
、
脆
据
深
致
二信
心
日失
。
其
時
双
鶴
、
右
は
天
海
が
東
照
宮
に
奉
納
し
た
『東
照
大
権
現
縁
起
』
下
巻
に
見
ら
れ
る
。
江
戸
城
の
家
康
麟
前
で
祭
文
を
読
み
上
げ
た
所
、
鶴
が
舞
い
降
り
て
き
た
事
を
祝
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
漢
字
表
記
さ
れ
た
「
さ
せ
も
ぐ
さ
」
歎
が
登
場
す
る
。
「
祝
唄
」
と
し
て
の
扱
い
も
、
先
述
の
歌
の
働
き
と
関
係
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
僅
か
な
事
例
な
が
ら
、
天
海
に
お
い
て
も
和
歌
の
働
き
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
兼
右
説
の
直
接
的
影
響
と
い
う
よ
り
は
、
兼
右
説
を
包
む
中
世
の
知
識
体
系
の
影
響
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
兼
右
説
の
検
討
を
通
じ
て
、
日
本
書
紀
注
釈
・
歌
学
(
古
今
伝
授
を
頂
点
と
す
る
)
と
い
う
知
識
体
系
が
、
相
互
に
交
渉
を
持
ち
つ
つ
展
開
し
て
い
く
様
子
が
知
ら
れ
た
。
山
王
一
実
神
道
の
形
成
も
、
そ
れ
と
離
れ
た
所
に
は
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
実
際
、
そ
の
一
端
は
窺
え
た
も
の
の
、
な
お
大
き
な
部
分
が
未
解
明
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
具
体
的
な
解
明
を
期
し
た
い
。
山王一笑神道の形成と吉田兼右説
‘註
(
1
〉
日
光
天
海
蔵
の
「日
本
書
紀
問
答
』
、
叡
山
天
海
織
の
「神
代
巻
私
抄
』
は
と
も
に
正
教
蔵
『私
抄
」
と
同
一
の
記
述
を
持
ち
、
「
慈
眼
大
師
御
本
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
持
つ
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
本
文
の
後
「
ム
風
招
則
強
下
」
以
下
が
記
さ
れ
る
点
、
そ
の
次
の
六
首
和
歌
は
共
通
す
る
が
続
く
「唯
一
神
道
血
脈
」
・
「天
神
七
代
宝
号
」
・
「喰
授
一
流
血
脈
」
・
「
大
織
冠
賜
」
以
下
、
な
ど
の
記
述
の
有
無
と
い
う
点
で
は
、
叡
山
天
海
蔵
本
が
よ
り
『私
抄
』
に
近
い
。
そ
の
他
の
箇
所
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
課
題
で
あ
る
。
な
お
『私
妙
』
を
書
写
し
た
「甘向感
」
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
月
山
寺
窓
賢
そ
の
活
動
と
思
想
』
〈
『
仏
教
史
学
研
究
』
三
六
|
一
一
九
九
一
一)
に
お
い
て
、
上
巻
の
懇
話
か
ら
「
紀
磁
」
で
あ
る
可
能
性
を
記
し
た
が
、
雨
天
海
蔵
本
の
輔
副
翠
聞
か
ら
や
は
り
「
高
盛
」
が
正
し
く
「紀
盛
」
は
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。
古
谷
清
「山
主
神
道
と
東
照
宮
」
上
〈
『
歴
史
地
理
』
四
四
|
五
一
九
二
四
)
参
照
。
天
海
が
葱
賢
に
古
風
替
の
融
通
を
要
求
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
慶
長
末
年
と
考
え
ら
れ
る
。
註
1
拙
稿
参
照
。
荻
原
柏
崎
士
穴
『中
世
祭
犯
組
織
の
研
究
』
補
論
第
二
「
古
田
随
神
道
の
発
展
と
祭
犯
組
織
」〈
吉
川
弘
文
館
一
九
六
二
)
の
吉
田
兼
右
に
暑一一口及
し
た
箇
所
な
ど
参
照
。
中
村
光
「
中
世
に
於
け
る
日
本
書
紀
の
研
究
」
(
史
学
会
編
『本
邦
史
学
史
論
雌
E
g山
房
一
九
三
九
〉
、
酋
田
長
男
「
清
原
宣
賢
の
日
本
書
紀
妙
に
就
て
」(『
神
道
史
の
研
究
」
二
理
想
社
一
九
五
七
)。
A
i
D
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
注
釈
ハ下
〉』
〈
神
道
大
系
古
典
注
釈
編
四
〉
ハ一
九
八
八
〉
秋
山
一
申
夫
氏
解
題
に
詳
し
い
。
F
は
長
沢
続
短
也
「臼
光
山
「天
海
蔵
」
主
要
古
書
解
題
』
〈
日
光
山
輪
王
寺
一
九
六
六
)
三
四
頁
に
解
説
あ
り
。
E
-
G
に
つ
い
て
は
小
林
千
草
『
日
本
書
紀
抄
の
国
語
学
的
研
究
」ハ
清
文
堂
一
九
九
二〉
第
一
部
第
三
「士
ロ
悶
兼
右
系
日
本
書
紀
抄
」
に
存
在
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
F
G
に
つ
い
て
は
註
1
8照。
B
D
に
つ
い
て
は
註
6
秋
山
解
題
参
照
。
註
6
秋
山
解
題
参
照
。
都
目
見
の
限
り
で
も
、
殆
ど
注
釈
が
加
わ
ら
.
す
、
一
先
端
凧
右
の
誘
説
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
註
日
で
触
れ
る
都
分
に
つ
い
て
「次
J
I-
淡
州
ゴ
モ
、
淡
路
ノ
州
ユハ
非
そ
別
-淡
J
玄
嶋
有
ル
也
。
別
よ
指
処
ハロ
伝
也
。
関
東
ノ安
房
ノ
図
，淡
〆
州
J
玄
也
ト
、
嫌
右
被
け甲
也
。」
の
記
述
-
か
見
ら
れ
、
や
は
り
関
密
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
窓
賢
が
関
わ
る
側
面
冒
と
別
系
統
か
ど
う
か
、
な
お
調
査
を
要
す
る
。
以
下
引
用
に
際
し
て
は
、
A
本
は
註
6
神
道
大
系
本
に
よ
り
頁
数
を
一示
す。
E
本
・
『私
妙
』
は
そ
れ
ぞ
れ
真
如
蔵
本
・正
教
蔵
本
の
丁
数
を
表
示
す
る
。
ま
ず
、
E
本・
『私
抄
』
に
見
ら
れ
る
『
ム
|
」
は
、
お
そ
ら
く
「私
云」
の
意
と
思
わ
れ
る
Q
私
」
の
努
と
「云」
の
く
ず
し
。
②
A
本
の
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日
)
「秩
l
」
も
あ
る
い
は
向
怠
か
〉。
所
に
よ
り
区
切
り
の
符
号
と
し
て
「
ム
〈
A
3」
が
見
ら
れ
、
厳
衝
を
期
し
鍵
い
た
め
他
本
の
「
弘
:
:
:
」
に
対
応
す
る
箇
所
の
み
載
せ
、
今
回
全
て
は
繰
ら
な
か
っ
た
・
品
刊
に
E
本
に
不
採
mの
箇
所
が
多
い
・
次
に
、
表
記
の
み
見
れ
ば
A
本
は
仮
名
交
じ
り
の
度
合
い
が
高
い
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
底
本
の
表
記
に
従
っ
た
た
め
で
、
実
際
は
写
真
〈底
本
口
一
絵
)
で
見
る
と
E
本
符
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
@
の
「
普
」
{
子
の
繰
り
返
し
な
ど
を
見
て
も
、
本
来
は
送
り
仮
名
と
思
わ
れ
る
。
⑬
の
他
に
も
『
別
〆
指
処
ハ
口
伝
也
。
関
東
ノ
安
房
国
ヲ
云
ト
兼
右
一
子
ゆ
也
」
ハ
A
三
O
ニ
頁
〉
「
難
ν
然
策
右
ハ
但
如
ν
文
雲
霧
ヲ
分
テ
行
キ
ま
フ
ト
見
ル
カ
能
キ
也
、
云
々
」
(
A
三
六
ニ
頁
〉
「
土
日
図
/
兼
右
ハ
、
何
ν
モ
不
ν
可
ν
苦
2
、
歌
ニ
可
ν
依
島
被
寸
申
・
』〈
A
=一
七
凶
頁
〉
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
〈
E
本
・
『
怠
抄
』
と
も
一-一箇
所
各
々
一敏
当
箇
所
あ
り
〉。
三
毒
自
の
例
を
除
き
、
註
6
紋
山
解
題
ニ
ニ
頁
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
.
倹
討
中
の
策
右
説
は
永
被
一
O
年
そ
五
六
七
)
年
頃
の
謙
説
と
曹
口
わ
れ
る
〈註
6
秩
山
解
踊
砲
丸
そ
の
年
兼
宕
は
五
二
歳
。
制
芯
賢
は
二一
歳
で
あ
り
(註
1
綿誼刷
〉
、
受
獄
可
能
な
年
令
に
は
逮
し
て
い
る
。
本
来
「
男
神
が
対
に
な
っ
て
出
現
す
る
」
の
意
味
で
あ
り
〈例
え
ば
司
日
本
省
紀
纂
疏
』
で
は
「
旧
事
紀
を
按
ず
る
に
倶
生
・
鵜
生
・
独
化
の
三
等
有
り
、
田
力
抽
付
ニ
尊
栂
い
蛍
び
て
出
る
、
之
を
供
生
と
謂
ふ
」
|
設
問
文
献
一
七
六
頁
ー
と
あ
る
〉
、
兼
倶
独
自
の
解
釈
と
思
わ
れ
る
・
兼
倶
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
で
展
開
さ
れ
広
ま
る
が
、
突
は
『
円
陣
帰
鴇
』
・慾
遍
『
悶
察
本
紀
玄
畿
』
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
を
、
箇
図
長
男
『
本
地
蚤
遊
説
の
成
立
と
そ
の
展
開
」〈
該
当
部
分
初
出
『
歴
史
教
育
』
二
一一l
一
0
・
一
-
一
-
九
三
八
、
『
日
本
仲
道
史
研
究
』
四
勝
談
社
一
九
七
入
、
に
百
円
録
〉
が
指
嫡
し
て
い
る
。
相
官
鎖
吋
臨
時
詞
止
観
』
で
の
即
空
即
仮
即
中
の
岬
官
峨
「
明
鏡
の
如
し
」
、
そ
れ
に
対
す
る
注
釈
史
、
「鋭
像
門
磁
」
の
解
釈
史
、
な
ど
。
『
神
道
五
部
省
』
〈
新
訂
培
補
国
史
大
系
7
〉
〈
古
口
川
弘
文
館
-
九
六
六
〉
一
三官民
〈原
漢
文
〉。
士
ロ
図
神
道
が
仏
教
教
理
〈特
に
心
性
論
〉
に
強
く
彫
容
さ
れ
て
い
る
奈
は
、
近
世
に
復
古
神
道
等
の
批
判
が
集
中
し
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た、
一
条
兼
良
と
比
較
し
た
時
、
兼
倶
に
浄
機
一
体
の
観
点
が
よ
り
強
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
安
蘇
谷
正
彦
「
一
条
兼
良
と
士
ロ
m
兼
供
」
〈
『趨
祭
院
雑
誌
』
八
二
|
一
一
一
九
八
一
、
後
に
『
神
道
思
想
の
形
成
』
ベ
り
か
ん
社
一
九
八
五
、
に
再
録
〉
が
指
摘
し
て
い
る
。
大
暴
斉
「
苦
闘
液
供
の
諭
理
と
宗
教
」
(初
出
一
九
八
八
年
、
『
日
本
近
世
の
思
忽
と
仏
教
』
法
議
館
.
九
八
九
、
に
再
録
〉
は
ト
巳
に
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
を
燭
材
に
、
躍
属
加
肘
の
畑
作
逃
を
「殻
究
極
原
理
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
と
把
田
惜
し
て
い
る
。
な
お
、
「
始
源
」
「
級
源
』
の
用
語
は
同
氏
の
定
義
に
基
づ
い
て
い
る
・
『
日
本
書
紀
注
釈
〈
中
〉
』
〈
神
道
大
系
古
典
注
釈
編
-一
一〉
〈一
九
八
五
〉
二
ハ
七
1
一
六
八
頁
。
『
日
本
書
紀
神
代
妙
』
ハ
国
民
世
相
抽
作
文
化
研
究
所
一
九
一
-一八
〉
二
ハ頁。
註
6
神
道
大
系
本
一
五
五
3
一
五
六
頁
。
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(
お
)
〈お
)
『
日
本
磐
紀
(
上
〉
』
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
mw
〉
(
岩
波
書
広
一
九
六
七
〉
七
六
頁
。
さ
ら
に
古
く
伊
勢
神
道
成
立
ま
で
遡
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
レ
る
。
註
口
出
会
保
谷
論
文
参
照
。
例
え
ば
註
5
中
村
論
文
な
ど
。
註
幻
文
献
で
は
順
番
に
、
一
二
三
・
一
四
五
・
一
四
六
・
二ハ一
了
一
八
0
・
一
八
O
の
各
頁
。
三
品
開
正
胤
「
神
道
者
流
「
八
祭
神
詠
伝
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
『
国
務
鼠
文
学
論
集
』
笠
間
容
院
一
九
七
九
〉
、
同
「
神
道
者
流
「
八
雲
神
詠
伝
」
の
流
伝
」
(
『
ピ
プ
リ
ア
』
七
一
一
九
七
九
〉
、
同
「
古
今
伝
綬
史
上
に
お
け
る
宗
紙
と
吉
田
兼
供
」
ハ
平
安
文
学
論
究
会
編
『
誘
座
平
安
文
学
論
集
』
二
国
間
問
答
房
一
九
八
五
〉
、
新
井
栄
蔵
「
古
今
伝
授
の
再
検
討
」〈『
文
学
』
悶
五
l
九
一
九
七
七
)
。
註
Mm
三
輪
一
九
八
五
論
文
二
九
七
頁
。
一
方
、
嫌
右
は
「
古
今
和
歌
集
滋
頂
口
伝
』
の
伝
授
に
も
述
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
片
桐
洋
一
「
古
今
和
歌
集
縫
頂
口
伝
」
ハ
上
)
〈「
女
子
大
文
学
』
三
六
一
九
八
五
〉。
御
子
左
家
系
は
、
定
家
の
子
為
家
の
後
、
嫡
男
為
氏
の
ヱ
ず
の
こ
条
為
世
・
為
家
の
子
冷
泉
為
相
・
為
家
の
怠
為
教
の
男
京
極
為
抽
凧
・
そ
の
他
二
条
為
顕
な
ど
が
、
互
い
に
俊
成
・
定
家
・
為
家
の
嫡
系
を
主
張
し
即
興
説
を
立
て
争
っ
た
。
片
桐
洋
一
「
中
世
古
今
集
注
釈
史
素
描
」〈『
中
世
古
今
集
注
釈
義
解
題
』
h
ハ
赤
尾
照
文
堂
一
九
八
七
〉
参
照
。
片
桐
洋
一
『
中
世
古
今
集
注
釈
雪
解
題
』
五
(
赤
尾
照
文
堂
一
九
八
六〉
五
五
O
頁。
「金
玉
双
義
』
は
他
に
『
古
今
築
設
」
『
和
歌
古
今
滋
頂
巻
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
和
歌
が
陀
緩
尼
で
あ
る
と
い
う
税
の
存
在
が
指
出
関
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
を
三
国
世
界
観
に
絡
め
て
解
釈
す
る
文
言
が
『
古
今
和
歌
集
序
問
答
』
に
始
ま
る
こ
と
は
三
輪
正
胤
「
鎌
倉
時
代
後
期
成
立
の
古
今
和
歌
集
序
註
に
つ
い
て
(中
)
」
(
『
文
事
」
一
七
・
一
入
一
九
六
八
〉
で
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
『
和
歌
知
顕
祭
』
『
和
歌
古
今
滋
頂
巻
』
な
ど
と
の
関
係
か
ら
そ
の
説
が
為
顕
流
を
中
心
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
悶
「
古
今
集
滋
頂
伝
授
の
一
系
譜
」
(『
関
諮
問
文
学
論
集
』名
古
屋
大
学
園
諮
問
文
学
会
一
九
七
三
)
で
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
熊
沢
れ
い
子
「古
今
集
と
綴
幽
」
〈『
閤
諮
国
文
』
=
一九
l
一
O
一
九
七
O
〉
は
謡
曲
や
連
歌
で
の
広
が
り
を
取
り
上
げ
、
菊
地
仁
「
和
歌
陀
緩
尼
孜
」〈『
伝
承
文
学
研
究
』
二
八
一
九
八
三〉
は
密
教
や
法
懇
経
直
談
の
世
界
ま
で
視
野
を
広
げ
総
体
的
な
検
討
を
行
う
。
石
神
秀
問
先
「宮
内
庁
警
陵
部
蔵
『金
支
双
毅
』
翻
刻
併
解
題
〈
上
〉
」
〈
『
一二
回
国
文
」
一
五
一
九
九
二
)
四
二
京
。
な
お
『玉
伝
深
秘
巻
』
の
即
興
本
に
つ
い
て
は
石
神
秀
奨
「玉
伝
深
秘
巻
解
題
椅
」
(『
斯
道
文
庫
論
集
』
二
六
一
九
九
二
)
参
照
。
赤
瀬
信
玄
ロ
「
注
釈
と
呪
歌
」
(
島
津
忠
夫
厳
修
『
臼
本
文
学
説
林
』
和
泉
議
院
一
九
八
六
〉
な
ど
参
照
。
そ
の
一
方
で
、
後
世
に
は
「古
今
御
伝
授
に
は
ト
部
家
中
興
の
伝
あ
」
り
(『正
親
町
公
通
卿
口
訣
」
〉
と
も
一言
わ
れ
た
。
註
お
新
弁
論
文
参
照
。
例
え
ば
「
八
雲
立
つ
1
」
歌
に
つ
い
て
「山
王
由
来
」
ハ天
正
年
間
1
覚
、氷一
二
年
の
成
立
か
、
水
上
文
部
執
氏
の
御
教
一ホ
に
よ
る
)
に
は
、
大
蛇
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〈幻
〉
(
叩
ω〉
(
m
U
〉
〈
初
)
ハれ
〉
〈幻
〉
〈お
)
(
川
訓
〉
〈お
〉
山王一笑神道の形成と奮闘液右鋭
(お
)
退
治
の
た
め
の
「
泌
術
の
歌
」
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
『
天
台
神
道
〈
下
〉
』
〈
神
道
大
系
論
説
編
四
〉
(
一
九
九
一
ニ
)
六
O
三
頁
。
新
井
栄
蔵
「
毘
沙
門
裳
蔵
良
忽
朝
四
支
附
属
天
海
m
E受
古
今
伝
授
切
紙
一
種
を
め
ぐ
っ
て
」
(小
沢
正
夫
編
『
三
代
集
の
研
究
』
明
治
審
院
-
九
八
一〉
。
特
に
三
木
伝
・
三
鳥
伝
な
ど
が
注
目
さ
れ
、
三
畿
の
神
認
や
三
執
政
者
〈帝
・
関
白
・
箆
〉
と
の
関
係
が
諮
ら
れ
る
。
新
井
栄
蔵
「
『
古
今
妙
別
本
』
の
務
本
と
そ
の
一三
木
一
応
の
伝
と
に
つ
い
て
」
ハ
「
和
歌
文
学
研
究
』
寸一六
・
九
七
七
〉、
向
註
筋
論
文
、
=
一品
開
正
胤
「
中
快
ド
ロ
A
V
伝
綬
山
入
の
一
側
面
」ハ
『
閑
語
凪
文
学
論
集
』
名
内
他
大
学
出
版
会
一
九
八
四
〉
な
ど
。
多
く
の
関
述
文
献
あ
り
・
さ
し
あ
た
り
袋
地
仁
「
〈
和
歌
誕
怒
V
の
研
究
を
め
ぐ
る
路
間
組
」
〈『
園
組
下
院
揖
刊
誌
』
九
て
l
一
一
九
九
二〉
が
回
概
観
に
便
利
。
『
源
平
盛
衰
記
』
(
鼠
民
文
庫
刊
行
会
一
九
一
O
〉
一
七
五
真
。
司
新
古
今
和
歌
集
』
八
日
本
古
典
文
学
大
系
お
〉
〈
岩
波
議
広
一
九
五
八
〉一二
八
八
真
。
『
慈
線
大
師
会
集
』
上
巻
二
七
頁
。
「さ
せ
も
ぐ
さ
」
を
「一
切
衆
生
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
つ
レ
て
は
、
易
林
本
節
用
集
・日
事
剛
韓
併
惑
な
ど
に
用
例
が
あ
る
(小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
「
さ
し
も
ぐ
さ
」
の
項
)
。
『
卜
郎
家
記
』
〈
南
町
陵
部
歳
、
議
語
は
文
明
一
二
年
液
供
記
〉
が
認
す
「
日
本
紀
御
読
例
」
に
は
、
後
蝉
粧
品
開
天
怠
の
時
代
の
記
事
に
「
中
宮
御
度
、
s
f御
誕
生
、
神
高
之
効
験
、
叡
感
無
比
煩
之
巾
、
被
仰
下
之
、
道
之
面
白
何
事
如
之
裁
」
と
見
え
、
日
』
4
3紀
講
説
自
体
も
あ
る
績
の
冗
術
的
働
き
を
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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〈
幻
)
(刊却
〉
〈ぬ
〉
(
川
刊
)
〈
川
叫
〉
(
刊
判
〉
ハ
川
叫
〉
〈
付
記
〉
引
朋
文
中
の
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
mい
た
。
訓
点
・
句
読
点
な
ど
は
筆
者
の
判
断
で
一
部
改
め
た
所
が
あ
る
・
な
お
本
絡
は
、
一
九
九
=一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
奨
励
研
究
A
「徳
川
家
康
神
絡
化
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
(一
九
九
三
年
十
一
月
八
日
〉
〈
追
記
〉
①
本
稿
校
正
中
、
『
私
抄
』
の
田
央
本
で
あ
る
『
日
本
紀
聞
書
』
(
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
、
第
一
節
B
本
〉
お
よ
び
『
日
本
紀
私
』
〈
閣
摩
骨
院
大
祭
所
蔵
、
『
神
道
大
系
刀
報
」
八
六
に
市
古
占
H
次
氏
の
指
摘
が
あ
る
旨
秩
山
一
実
氏
に
御
教
示
い
た
だ
く
〉
を
閲
覧
す
る
出
協
会
を
得
た
。
注
釈
の
様
子
は
、
前
者
に
羽
目
l
の
部
分
が
見
ら
れ
ず
、
後
者
に
1
・
か
見
ら
れ
る
〈但
し
忠
賢
の
名
は
笠
湯
し
な
い
)
。
神
代
巻
』
ハ
償
和
歌
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
欠
き
後
者
に
は
円
品
ら
れ
る
。
後
者
は
「
氏
澄
」
(炎
紙
〉『
竹
之
内
象
珍
付
属
品
車
徒
」
〈巻
末
)
の
表
記
が
n品
ら
れ
、
伝
本
経
路
は
A
本
に
近
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
に
即
し
た
詳
し
い
分
析
は
な
お
将
来
を
期
す
必
要
が
あ
る
・
山王一実神道の形成と吉田兼右説
②
第
一
節
で
「
ー
は
原
本
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
」
と
記
し
た
が
、
一
方
で
ー
を
原
本
段
階
以
後
の
三
本
共
通
の
加
筆
部
分
と
考
え
る
事
も
無
理
で
は
な
い
。
a
mm
な
ど
を
見
れ
.
は
そ
の
可
能
性
の
方
が
強
く
怒
わ
れ
る
。
そ
れ
を
採
ら
ず
ー
を
原
本
段
階
で
の
恵
E
R
加
筆
と
す
る
根
拠
は
今
の
と
こ
ろ
、
系
統
を
異
に
す
る
務
本
に
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
(但
し
B
C
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
だ
け
綬
拠
と
し
て
は
弱
い
〉
、
そ
し
て
恵
賢
自
身
の
「
兼
右
|
葱
賢
』
の
証
言
会
私
抄
』
識
語
〉
の
み
で
あ
る
。
本
文
で
は
兼
右
と
恵
賢
の
関
係
を
よ
り
直
接
的
に
捉
え
た
が
、
問
書
作
成
者
が
複
数
で
あ
る
可
能
性
も
含
め
細
か
な
点
ま
で
見
通
し
た
検
討
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
。
(一
九
九
三
年
十
二
月
五
日
)
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